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第7章

資料編

1 震災体験記

4 ヒ： •一・一七

震災配摩

＜ 宝塚市1砕音ISl暉只による）

阪神 ・淡路大徒災体験記

発行／平成 7年5月 宝塚市役所

はじめに

宝塚市役所には、次長、部長、特別職で組織する「月

曜会」というのがある。毎週月曜日の就業前の 8時45

分から開催され、各部から連絡事項が報告される。

この席上、私たちは、 100年に一度、あるいは300

年に一度あるかなしかの霰災時に宝塚市役所に奉職

していた幹部として、激筵地の様子を記録に残して

おく義務があるのではないかという話が提案され、

みんなで未曾有の箆災体験記を科＊くことになった。

目次をみればわかるように、ア イウエオ順に並ん

でいる。

ここでは、紙面の都合で市長はじめ幹部職員 2名

の体験記を掲載することにし、他の幹部職貝は目次

の紹介にとどめた。

いつの日か宝塚市のお役にたつのではないかと思

うし、柑いた幹部にしても 、定年後も阪神 ・淡路大

箆災の記念日が来るたびに、目次をとおして想い出

す材料になるのではないかとの思いで、資料糧に震

災体験記録を掲載することにした。

1月17日／ ・午前 5時46分マグニチュード7.2

震源地は淡路島北部地下深さ14キロメートル

• 災害対策本部を市役所 G 階に設樅

• 市内の被害死者118人重軽協者2 , 201人（内

重傷60、軽僻2,141) 全壊5,535世帯 (3,553棟）

半壊14,737世帯 (9,296棟） 一部損壊20,905世帯

(14,305棟） 合計41.177世帯 (27.154棟） 避難

者15,945人 (65箇所）

全国応援自治体114団体

1月18日／ ・死体安骰所をスポーツセンター武道

館に設爵

・臨時救急センターを体育館に設置

・自衛隊出動要睛（炊出し、給水、風呂、廃材処

理等）

1月19日／ ・救援物資が全国自治体企業から夜通

しで到箔。職員、ポランティアが行列をつくり、リ

レーで庁内に積む

武庫川河川敷も荷物が山積

• 国会、県会、 市会瞭貝が避難所を訪問し避難者

からの要望を、対策本部へ伝え始める。内容は、カ

ミオムツがない。水がない。おむすびがこない。水

洗便所があふれている。ローソクがない。医薬品が

ない。仮設電話がない。広報がない。避難所の世話

をする職員がいない

• 災害対策本部事務分担表の役割分担は人数不足

のため機能せず

• 市内50％が断水。浄水場 5 カ所と給水車 3 台で

給水

1月20日／ ・市議会第 1回災害対策特別委貝会
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1月21日／ ・交通機関 阪急今津線神戸線 JR

東海道、山協本線等、高速神戸鉄道、阪神、山陽、

神戸電鉄等不通 全線復旧は 8月中旬

・商工会の調査では、宝塚ホテル、グランドホテ

ル、ワシントンホテルは営業に支障をきたし当分休

業、若水、七福荘等は全壊

1月22日／ ・市長選挙告示日、午後 5時の締切で

正司現市長のみ立候補 無投票当選

・逆瀬台小学校グランド亀裂に伴う74世帯避難勧

告、総合体育館へ

• 紅葉ガ丘地区避難間隔87世帯

1 月 23 日 ／ •この日より災害対策本部会識を午前

9時と午後5時に定期的に開催

•第 2 回災害対策特別委員会

・倒壊家屋の廃材の処分に困り、大阪砕石とサン

グリーンで野焼開始。武庫川河川敷も廃材で山積

1 月 24 日 ／ • 平成 7 年度予箆は骨格予算とし、災

害復旧の補正予算を必要に応じて組むことを決定。

・県会、神戸、芦屋、西宮の各市は 4月の統ー選

挙を 6月に延期することに決定。

1 月 25 日 ／ • 第 3 回災害対策特別委貝会

1月26日／ ・ 「広報たからづか」被災対策特別号

発行

1月30日／ ・被災援談の概要一院表を作製

1月31日／ • 4級、 5級の昇格及び4月の定期人

事異動は裳災のため 6月に延期する ことを決定

・仮設住宅入居抽選発表会

2 月 1 日 ／ • 第 4 回災害対策特別委員会

• 宝塚市震災復興本部を設置

2月6日／ ・仮設住宅入居開始

・ソリオホールで衣科センター開設 （被災者に救

援衣科を無料支給）

2 月 7 日 ／ • 第 2 期正司市長就任

2月8日／ ・1月21日から 2月8日までのポラン

ティア本部の活動状況は延べ5.636名 一日平均296

名

2 月 10 日 ／ • 第 5 回災害対策特別委員会

2月10日／ ・12時40分 井 出厚生大臣視察

・午後3時 野坂建設大臣視察

2月20日／ ・午前10時小里国務大臣（兵庫県南部

地震対策等担当大臣）視察

2 月 22 日 ／ • 第 6 回災害対策特別委貝会

2月28日／ ・ポランティア本部解散

3月1日／ ・ファミリ ーランド営業再開

3月5日／ ・宝塚市犠牲者合同慰盤祭に皇太子殿

下ご夫要、土井衆談院識長、小里国務大臣、貝原知

事等参列、市民会館にて

3月8日／ ・市議会 3月定例会議にて骨格予符の

施政方針演説

3月18日／ ・武庫川河川敷の自衛隊野営風呂終了

式

3月20日／ ・廃材の野焼きを中止、加西と三重県

の上野市の処分場へ運搬

3月30日／ ・市議会本会議の識案4次送付で特別

職報酬の10％をカットすることで被災者の苦悩を味

わい、財政の一助とする

・美術館予定地に多数の亀裂が入ったためゆずり

はの予定地を断念したことも謡会で報告

3 月 31 日／ • 4月 1日からの都市復典部の発足に

伴う職貝の辞令交付

4月27日／ ・襲災100日目 ということで防災服を

脱ぐ。自衛隊全貝引き上げ完了

5月21日／ ・避難所閉鎖

5月31日／ ・仁川小学校に避難しいていた最後の

一世帯二人が仮設住宅に移り、避難所は完全になく

なった。仮設住宅は 1年。止むを得ぬ場合は 2年限

度であるから、その後の災害復興公営住宅の用地建

設 3カ年計画にとりかからなければならない

目 次 （太字は掲載者）

職員の皆さんに感謝 正司泰一郎

阪神 ・淡路大震災を体験して 秤木伊知郎

阪神大震災環境 ・経済部職員の行動記録石田 英司

阪神 ・淡路大痰災を体験して

こんなこともあ りました

'霰災復典は人間復興を根幹に＂

大碇災から学んだこと

阪神・淡路大従災に思う

簑災にあって

感想文

俊災雑感

袋災から学ぶ

地痰体験記「なんや！ ？ これは！！」

阪神 ・淡路大震災に遭遇した

-li方災人として思うこと

井上浩成

岩下光頌

上 野勇

後呂公一

江川正雄

大塚卓

大槻哲郎

貝澤孝文

門元稔

金岡武

金岡信諏



まさかの大地震 兼丸秀樹

阪神 ・淡路大捉災体験記 釜本孝彦

（最初の24時間何を考え、何をしたか）

消防本部管理隊の体験から 古村宏太郎

平成 7年 1月17日午前 5時46分 坂上元章

マグニチュード7.2の兵廊県南部地震を体験して

長い長い一瞬の思い出 島上隆t尊

阪神大能災に思う 曽我部英機

（阪神大従災（兵廊県南部地碇）の記•tlJ:} 高折 租一

地域の中の学校から 伊達達治

病院の被災 谷口泰正

阪神大従災を出発点として 谷添武司

従災後のわかくさ湯について 長沢荘一郎

阪神大従災をふりかえって 長田好撒

阪神大従災を体験して 灘骰悦朗

阪神 ・淡路大旋災に思う 西村邦文

大梃災対策を経験して 士師康弘

阪神大能災からの出発！ 畠中 一男

平成 7年 1月17日午前 5時46分とその 1日原田 勝之

「大箆災体験記」 広沢克明

あの時、私はタンスの中に… 吹凶幸雄

大炭災体験記 福田秀治

兵I取県南部地震を経験して想うこと 福 本芳t戦

阪神大農災を体験して 藤本勝也

阪神 ・淡路大縦災ーその時私は 古野末雄

阪神淡路大従災 • その日 穂校孝男

あの朝からの始まり 増田政美

その日福祉部では… 松浦 保

地震の朝 水野朔太郎

r・地震体験記』 村野一月II

阪神大縦災を体験して 矢野尭久

捉災で考えさせられたこと 和田箱市朗

縦災記録より抜粋

戦貝の皆さんに感謝

市長正司泰 一郎

数百年に一度とも言われる大碇災の発生以来4ケ

月余りが過ぎました。

震災直後から約 3ヶ月 もの間、市役所内は修羅場

と化し、職員の皆さんは、寒さと疲労、徹夜の連続

など、限界に近い状態でそれぞれの職務に1料雌され

ました。

次から次へと迎び込まれる難問に対し、職貝同士

が口論をしながらも 、高ぶる気持ちを抑さえ「正 ・

反 ・合」を繰り返し、解決していきました。今になっ

て考えると、奇跡のような出来事だったと思えてな

りません。災害対策本部長である私は、費任者とし

て皆さんを大いに誇りに思っています。

いまだ従災対策の業務が終わったわけではありま

せんが、一つの峠は越すことがで きたように思いま

す。そして私たちと同じように地袋で大きな被害を

受けたサハリンの人々に、見舞品を贈る気持ちのゆ

とりもようやく出てきました。

これからわたしたちのまち宝塚の復興を進める上

で、道路など都市基盤の整備をさらに推進し災害に

強いまちづくりをめざすことが、急務であるといえ

るでしょう。

市は現在、市民の代表や学識経験者らで検討委員

会を組織し、旋災復邸計画の策定を進めています。

同計画の策定に当たっては、広く市民の皆さんから

意見や提案などを募集しており 、災害に強い快適な

まちづくりを市民のアイデアを生かして実現してい

こうと考えています。

最後に、職員の皆さんには本当にご苦労をかけて

いると思います。休める日には、十分休息をとって

英気を従い、また、全体の奉仕者として頑張って下

さい。戦貝幹部の皆さんが後世のために自発的に体

験記を残して下さいましたことを謡ねてお礼申し上

げます。

阪神大箆災 環榜 ・経済部職員の行動記録

石田英司

地震発生

平成 7年 1月17日午前 5時46分。未体験の振動。

自宅被害無し。隣近所異常無し。ラジオニュースは

地従発生報道のみで阪急不通以外の被害報道は無し。

7時30分神戸の息子から無事の電話。以後電話不通。

「ゴミの収集はあるか？」の要の質問に「休むこと

はない」と答える。 この時この程度の認識。少し早

く8時前マイカー出勤。途中、 中山駅付近の道路ひ

び割れ、民家倒壊の被害状況を見て駕く。

クリーンセンター

クリーンセンターに直行8時過ぎ藩。玄関タイル

が数枚剥離。「砲気のチェックを。 00会社に電話。

00はどうなってる。」「建物は大丈夫。焼却炉は安
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全確認まで運転休止。」等、事務所で所長が大声で

指揮中。その所長パジャマの上に防寒コートと草屈

ばき姿。所長自宅は全壊、生きているのが不思識と

いう被害を受けたが、とにかく職場が心配で出勤し

たという 。以後数日間、全壊の自宅は奥さん任せで

災書廃棄物対応に没頭。焼却炉は翌日操業再開。以

後フル稼働。ピーク時に 2日間三田市焼却炉の協力

を得る。ゴミ収卯灌業務は、 直営、委託共に当日午後

から開始。以後土日返上の勤務体制と多くの他市町

応援収集班で収梨。家具食器等の災害廃棄物の大紐

発生に備えて、広大な集梢場所の確保が必要。担当

主幹は当日中に、武皿川河川敷利用の了解を県当局

から得る。以後河川敷は災害廃棄物と倒壊家屋土砂

がれきの仮置場として活用。一方、閉鎖中の切畑処

分地をIll洒市と猪名川町の承諾を得て不燃廃菓物処

分地として再活用。

廃棄物は仮附場で、 土砂、ガラ、木材、金屈、廃

家具等の 5種類に分別し集積。

焼却炉の健在。分別収集の実施。切畑処分地及び

武匝川河川敷の活用。これらが、以後生じた膨大な

災害廃棄物の処分効率を高め、災害復旧の進捗に大

きな役割を果た した。この経験をよく認識し、防災

都市機能の構築に反映することが必要。

遺体の収容・安置 ・搬送 ・火葬

市役所 9時到珀。既に災害対策本部が設脳、当面、

被害調査 ・追体収容が環境 ・経済部の任務。部次長

は、既に臨話による被害通報を受け、順次出勤した

職貝に調査出動を指示中、被害通報は、家屋倒壊に

加え、死亡者の収容要開の件数増加。部職員は、出

勤／II月に 3名 l班を編成、被災現場や医療機関から迫

体安箇所への逍体収集作業を開始。

追体安骰所は市立武道館に設骰。以後47人の辿体

を収容、野察署の検視業務と併せて家族への引渡対

応、火葬所への搬送業務を 6日間実施。

市立火葬所は無事。災書による火葬件数は135件。

一日の最大処理件数は26件 （通常 4~ 6件）。未経

験の全炉 (8炉）フル可動を実施。炉の操作には技

術と経験が必要。他の職貝の操作業務応援は不可。

火葬所職貝はこのため数日間超過密勤務を遂行。

安附所から火葬所までの追体搬送業務は、葬條会

社の機能が限界のため戦員が実施。家族とl！オ産の被

害に悲しむ遺族との対応は、従事職貝にとっても悲

しく 辛い業務となった。火葬所での＂最後のお別れ"

で、母・が娘を送る。夫が要を送る光蚊に接し、従事

職員の誰もが涙した。逍体を五島列島へ空輸するた

め駆けずり回った職員。 トラック車での搬送は造族

が気の覇とワゴン車を探し回った職員。安置所で数

日間辿体と共に過ごし、全ての辿族と而談し逍体を

引渡した職貝。いずれも未体験業務を延べ260人 （一

日最高40人）の部職員が従事。

棺桶の確保は、 当初数体分しか出来なかったが、

市長の指示によ り、市内葬儀会社と大阪、京都府下

の業界協力を得て全逍体分を確保。

火葬所の健在は幸巡。ご辿族の＇最後のお別れ＂

に際して、市施設を提供できたことは他市の状況を

見ると不幸中の幸いだった。

仮設 トイレ ・仮設風呂・風呂施設の活用

仮設トイレの確保数は、 民側企業からの提供分と

県からの配分があ り、当初から十分充足し配岡要謂

に応諾。避難所 ，損壊マンション等に設置。1折水解

消までの1i.¥-］活用、以後損壊トイレの代替機能として

利用。 し尿収集は業者に依頼。消覇は職貝で班編成。

一部で提供 EM歯を活用。

仮設風呂は、市役所市民ホール （市民風呂） ・武

旗川河川敷（自術隊風呂）に設骰。 3月24日（自術

隊風呂は18日） までに、併せて延べ22.469人利用。

運営は、部職員がポランティアの協力を得て実施。

自衛隊風呂は北湘道千歳部隊からの支援。’'千歳風

呂＂と称し 、長野県湯田中温泉の温呆水の提供があっ

たりして利用者から親しまれる。市民風呂は多くの

ポランティアの協力により 支えられ、ガス ・水道の

供給開始までの間その役割を果たす。他に、チボリ

混泉、市内ゴルフ場 (6箇所） 、市立自然の家、スポー

ッセンター、クリーンセンター等の市p、]の風呂施設

を活用。

市外観光地から、避難者の慰問のため泊付き温泉

旅行の招待があり避難者に喜ばれる。

従災の数日後から、風呂に対する要iiりが強くな っ

た。市民風呂の管理巡営は手間がかかり大変。それ

だけに、戦貝とボランティアと利用者の間に一体感

が生じ、風呂閉鎖日の式では利用者が感涙。主に環

境部門職員が担当。 被災者に一時の安らぎを提供。

溜池の被害

市南部の溜池箇所の内18箇所が堤体損壊、内 2か

所 （谷池、広沢池）は、 二次災審防止のため抜水を

開始。付近住民に、抜水完了まで自主的避難を周知。



改修は、7~8年度の災害補助金事・業で実施。

市営霊園の被害

長尾山霊園は、被害塑地676区画。西山霊園は、

被害型地約100区画、観音像三分の一程度倒壊、擁

墜一部崩壊。米谷東硲地は、被害迎地ほぼ全部。プ

ロック塀2而倒壊。

市立勤労福祉センター避難所管理

センターは、建物と道路に段差が生じた程度の被

害。 震災当日から避難者を受け入れる。以後 5月1

日まで避難所。避難者は最多数時94人。部職貝が当

直担当。

商工業施設 ・観光施設 ・農業施設の被害

市内全域で店舗、市場商店街が祖壊。工場は設備

機械が損壊。！此業は多くの梱池堤体が損壊。山本 ・

中筋地区の植木施設が損壊。観光施設は、宝塚大劇

場、ファミリーランド、大規模旅館、旅館、競馬場

等が損壊。

市禅工会は、箆災後直ちに災害支援対策本部を設

四。かつ、市場拙店街の被害状況を把握。花の道、

泊荒神市場、売布市場、売布商店街、太平市場、仁

川市場が全半壊。

以後、被災者の支援策として、中小事業者への漁

骰制度、共同仮設店舗の補助制度、股業施設融賓利

子金の利子補給制度、勤労者（事業者）住宅資金の

貸付制度を災害による特別制度として整備し申諮受

理業務を開始。

被災祁店街の復典には、都市再開発事業が計画さ

れている。被災店舗の事業者は、高齢者が多く 後継

者がいない。再建のための借金の返済に耐えられな

い。下町1韻緒の高齢者にやさしいお店がなくならな

いように。高齢化社会を迎えて二重の被害にならな

いように。

花火事業の予符がカット。市国際観光協会は ＂観

光産業振典のため宝塚の花火が始まった。原点に戻

り、こんな時にこそ観光関連店舗への支援事業が必

要。大正時代から多くの観光客や市民に親しまれた

花火の火は消せない。市予鉢カット分は広く協特者

を求めよう。花火は1}tl1枇しよう。’'という熱意の下に、

市に頼らず市観光協会単独の開催を決定。

植木どころの山本地区は死亡者も多く被害甚大地

区。 山本共同利用施設は避難所となり自治会はその

日炊き出し実施。防災機能を持つ都市公園とコミュ

ニティー活動機能かつ植木産業活性拠点機能を備え

た施設の整備を地元各稲団体が市に要望。

倒壊家屋の廃棄物処理

裳災当初は、災害による家具食器の廃棄物処分の

対処。数日経って倒壊家屋の廃材の搬入が生 じる。

その後、倒壊家屋の解体撤去業務は、公挫負担とな

り市業務として実施。家屋解体に伴う申諧受理 ・調

査 ・撤去工単に関する業務は技術4部（都市再開発

部、都市整備部、道路部、下水道部）が担当、撤去

に伴う廃棄物の仮置場及び最終処分に関する業務は

珠境 ・経済部が担当。全壊半壊約 6千戸から発生す

る廃棄物址を推計すると54万 トン。本市家庭ゴミの

9年間と同飛。 家屋等建築物撤去により生 じる廃梨

物は、従来、産業廃棄物と して産業廃棄物業者等に

よって処分。今回の災害では、被災市が災害廃棄物

として処分。また、大屈かつ広範囲に発生。市の現

行処理施設は勿論、民間処理機能でも直ちに処分す

ることは出来ない。このため、新たな処理態勢を構

築。

仮骰場は、武駆JI]河川敷、大阪砕石場、サングリー

ン開発地の 3箇所に設樅。

処分地 ・処分方法は、土砂 ・ガラは尼崎市に搬送

し大阪湾埋立。金属類は業者に払下リ サイクル化。

食器等不燃物は切畑処分地に埋立処分。廃木材は当

初は仮似場で焼却（野焼き）処分、 3月中旬からは

市外の民間処分地に搬送し、リサイクル化、埋立及

び焼却炉焼却処分。

搬出は、仮似場に搬入するトラック台数はピーク

時で、 1日4トン車約1,500台。一方、処分地に搬

送するト ラック台数は、 1日10トン車約400台。搬

入侃に比べて搬出飛が少ない。仮爵場に廃棄物の

“山＂が出来た 。

3箇所の仮骰場に集梢出来る廃梨物の祉は、それ

ぞれ4~5日間分で滴杯。滴杯になると家屋解体粟

者がストップし復旧が停滞。このため、廃梨物の搬

送 ・処理にあたっては、‘'その日の搬入分はその日

に搬出する＂という廃棄物搬送 ・処理態勢を梢築。

これを‘'便秘作戦＂と名付け、以後部戦貝全貝ー丸

で対処。

倒壊家屋解体処理の公府負担予符は約140似円。

内半額が国匝補助金、残りの半額は起伯。起佃の元

利倣遥金の95％は特別地方交付税で措骰。従って市

負担は2.5％の額

野焼きによる焼却処分
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霰災当日の 2日後には、クリーンセンターに倒壊

家屋廃材の搬入申硝が発生。処分方法が構築出来な

い廃木材は、「災害対応上止むを得ない緊急避難措

骰」として、当初の数日間は河川敷で焼却。搬入批

の増加により 、以後は大阪砕石場、続いてサングリー

ン開発地で焼却。消防署の協力。付近住民や自治会

等から苦情及び被害防止要望の発生。＂野焼き処分

は辿法、住民に眼や喉の痛みの被害＂の新聞 ・テレ

ピの報道。現境グループ学者が野焼きの環境影咄調

査を実施。珠境庁が影孵調査を実施、厄生省及び県

は、当初は「緊急避難措骰として止むを得ない」の

見解であったが、 3月上旬に県は「野焼きを中止し、

早急に適正処理をするように」 と野焼き実施の神戸、

西宮、尼崎、芦屋、川西、宝塚の 6市に通知。本市

は3月3日民間廃棄物処分処理業者に処分委託をす

る新しい処分方法が構築できたため野焼き中止を発

表。同月10日野焼き中止、 13日から民間処分委託を

開始。

仮置場の設置

解体廃棄物を分別 ・粉砕し最終処分が可能な状態

にすることと、搬送の効率化を脳るため、市内 3箇

所（上記）に仮岡場を設骰。部次長、所長が分担し

担当。建築物解体廃棄物は、本来産業廃菓物のため、

市はその処理業務を行っていない。このような膨大

砒の解体廃棄物を災害廃梨物として、市が受け入れ

て処分する業務は、市は勿論民間業者も前代未聞。

場所確保、災害廃棄物確認、搬入車両誘埒、分別 ・

粉砕、搬入許可紺発行、搬入道路上散乱物回収等の

仕組みを構築。場所確保は市内の広大地をリスト

ァップし、所有者等に協力要請、大半が即答了解。

公園等多くの場所を確保。結果、搬入批に比し狭小、

非効率のため上記の 3箇所で対応。搬入車両誘祁、

搬入許可むの不正使用防止のため、部職員の大半が

寒風と粉塵の中で荒々しい不恨れな職務に従事。廃

棄物の分別は、解体現場で土砂、コンクリー ト、金属、

木材、その他の不燃物の分別を解体業者に指磁。そ

の後仮趾場でさらに分別 ・粉砕する仕組みを当初か

ら撤底実施。このことが最終搬出処分を容易にし、

少ない仮罹場面積をカバーし「便秘作戦」の進捗に

貢献。

自衛隊の支援

自衛隊（伊丹駐屯36連隊ほか全国の部隊が来宝）

支援は、従災当日の炊き出し支援に始まり、飲料•水

の給水活動、不燃物廃棄物の搬出（河川敷から切畑

処分地）土砂 ・ガラ鹿棄物の搬出（河川敷から尼崎

港）、倒壊家屋の解体撤去 (148戸）、そして野営風

呂の市民提供（河川敷）。

碇災当初は廃棄物搬出用トラックの確保ができず

「便秘作戦」が苦戦する中、黙々と“不燃物廃棄物

の山＇を搬出する自衛隊トラック 20台の英姿に感謝

(4月26日支援完了）。家屋解体撤去作業部隊は 3

チーム (1チーム25人）編成。この作業部隊に協慟

して家屋所有者等と接触する市職員による自衛隊共

同班を 3班 (1班 3人） 編成し道路部、下水道部職

貝が担当。自衛隊との連絡調整は環境 ・経済部参事

が担当。自衛隊撤去件数148戸は他市被災市に比べ

突出して多数。これは自衛隊と市の共同体制の成呆。

解体作業にあたっては「分別撤去」を自衛隊に要睛。

これが範とな り、民間解体業者も分別撤去が浸透、

廃棄物の分別に貢献。“自衛隊は仕事が丁寧＂と被

災者に好評好感。 (4月17日支援完了）

自衛隊支援終了式の日、自衛隊が解体した保育所

の園児50人から、 100人近い隊員一人ひとりに小さ

な花束が賠られた。花束を持つ隊員は紅顔に涙も。

土砂 ・ガラ廃棄物は尼崎港まで搬送するが、交通

渋滞のため長時間を要し効率が悪い。解消策として

市長は「武脂川河川敷走行ルート」の検討を指示。

同時にその構築を県と自衛隊に要望。県 ・市の関係

職貝と自衛隊施設部隊幹部の三者で合同現地ルート

踏査調査を実施。その結果、重車両の多茄通行は鉄

橋橋桁の損壊部分に影靱を及ぽすおそれがあるとの

判断で断念。“幻の便秘解消河川敷走行作戦＂となっ

たが、今後災害対処ルートとして要整備を実感。

他市等からの支援

捉災の数日後には、牡丹交流の須賀JI!市から、市

長 ・議長が来宝。県下、大阪府下の市町からゴミ収

集車の支援多数。労組等各団体からの重機 ・トラッ

ク支援、遠方都市からの重トラック支援が続く。伴っ

て、宿舎 ・食事の手配業務発生。新渦県上越市は 2ヵ

月間重 トラック支援。民間企業から重機の寄付。

廃菜物搬送用直トラック確保は「便秘作戦」に不

可欠。 トラック不足時の支援に感謝。次は、本市が

被災支援出来る体制準備が必要。 これが感謝に報い

る第一の行動。

最後に

短期間に集中した、多種多様な未経験の業務を、



部職貝全員が、一丸となって、全力で対処した。

その業務の一端を記録する。

（現境 ・経済部長）

地誤の朝

水野朔太郎

いつも 5時半に目覚め、起床は 6時過ぎである。

その日もペッドでまどろんでいると突然、異様な

音とともに、家全体が大きく揺れ出した。すぐに地

震だと思ったので、ベッドから飛び降り隣室にいる

息子の所へ行こうとしたが、激しい揺れのため動け

ず、声だけかけて無事を確認した。

階下でパリパリという岩を砕くような音がして、

これ以上続くと危ないと思っているとやっと揺れが

治まった。隣の要と息子に余震があるのでもう少し

じっとしているように言った。

しばらくすると落ち箔いてきた様子であったので、

枕元に皿いてある懐中電灯を持って外へ出た。すで

に近所の人たちも出ており、地策のすごさを口々に

話し合っていた。食器棚やタンスが倒れたり 、物が

落ちてきたりと被害はあったが皆家は大丈夫であっ

た。

私は、すぐに周辺を見て回ったが、少しガスの臭

いがするところもあったが損壊した家もなく、大き

な地割れもなく、“大したことはない＂とその 時は

思った。

とりあえず朝食を済ませ（朝はガスも水道も出

た）、いつもより 30分早く (7: 30)にバイクで出た。

隣街の宝生ガ丘にさしかかったところ、 2年ほど前

に建った比較的新しい洋風の民家が2庫f、 1階部分

が完全に崩壊していた。道路は波打っており、大き

な亀裂が何箇所も入ってバイクでは通れない状況

だった。武廊JII沿いの道も、 崖崩れで通行不能。国

道176号線を通り、歌劇場前の交差点から南口に抜

けた。

あるマンションでは、毛布をまとった人々が外に

集まり、不安気にたたずんでいた。

役所では、すでに戦貝が市民からの通報を受けて、

現地調査や救助に向かう状況であった。ようやく被

害が普通でないとわかってきたが、それでもまだあ

れ程の被害になっているとは予想だにしなかったの

である。

すぐに下水道部の出勤職貝を集めて消防署の職貝

と協力して救助班をつくり、合わせて業者手配と重

機の調達をして救助に当たるように指示した。時間

が経つにつれて、種々の情報が断片的にではあるが

入ってきた。神戸の長田、東灘や芦屋等は相当の死

者が出て、一部壊滅状態だったとか、震源地は淡路

島らしいというものもあった。

また、宝塚市でも生き埋めの人や倒壊家屋の様子

について現地調査にあたった職貝から報告があった。

大変なことになったと思ったが、冷浄にならなけ

ればと思い、出来るだけ業務に集中するようにした。

後で振り返って見ると、地震発生直後はかつて経験

したことのない大地喪の中で、職貝は泥だらけにな

りながら人命救助等について、献身的に良くやって

くれたと思う 。むしろ落ちついてからの対応につい

て縦割り行政の弱点を露呈し、体制の未整備等も含

めて今後反省すべき点が多く感じられた。

自分自身としては、今回の体験を十分生かして生

きて行きたいと思っている。

（下水道部長）
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2 市民等から寄せられた震災体験記録集等一覧

記録集等題名 提供者 氏名 ・団体名（順不同）

阪神 ・淡路大箆災の記録 田中 稔

ー安含地域とその周辺一被害と復旧（ピデオ）

1995 ・ 1 ・ 17 5 : 46 宝塚市連合婦人会

一これからも頑張れ一

阪神大箆災 万波照枝（二葉 ．由美子発行）

被災者100人の証言

あんだんて 一阪神大袋災体験記一 松井和代 （女性史グループあんだんて）

扶けあい 励ましあって 生活協同組合コープこうべ

ーコープこうべの福祉 ・ポランティアの記録一

祈り、そして明日へ

'95年宝塚女性フォ ーラム報告柑「女性と能災」
女たちの阪神大袋災を考える会、宝塚市

←宝塚発吟 阪神 ・淡路大熊災体験手記 宝塚市立女性センター・エル

＿行いピニールシートー

忘れたい忘れない 阪神・淡路大碇災文集編集委貝会

～阪神 ・淡路大震災記録文集～

阪神大震災 医療法人尚和会第一病院

その時第一病院は… （人間が人間を救うと言う事）

阪神大掟災記録 社会福祉法人型隷福祉取業団

阪神 ・淡路大旋災 大阪ガス株式会社

一被沓 ・復旧記録一

阪神大裾災 ガス復旧の奇 跡がす燈震災特別号

阪神大震災 都市ガス復旧の記録（ビデオ）

1995年 1月17日 阪神 ・淡路大鹿災 NTT西宮支店

NTT西宮支店の記録

阪神 ・淡路大震災復旧記録 関西砲力株式会社

阪神 ・淡路大綾災応急送電の記録

153時間 （ピデオ）

FUSION TOPICS 阪神 ・淡路大震災 宝塚まちづくり研究所

七．ー．一七縦災記録（宝塚市幹部職貝による） 宝塚市役所

こわかったよ 宝塚市教育委貝会

一阪神 ・淡路大裳災／宝塚の記録

見た ・考えた ・行動した 宝塚市立小学校 ・接股学校•長会

一平成 7年 1月17日 その時、学校は一

平成7年阪神 ・淡路大震災対策状況 兵血県宝塚保健所

震災対応記録集 宝塚市社会福祉協議会

阪神・淡路大箆災の記録 〈今後の教訓とするために〉 兵庫県食科事務所
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3 平成7年 1月17日兵庫県南部地震から 1年（時系表）

阪神・淡路大震災から 1年 時系表 （市の動きを中心に、国 ・県 ・社会の動きも採録）

主な出来 事

1/17（火） 1 5: 46 近畿地方で強い地箆発生、直後

に市内全域停龍、一部復電

5 : 49 NH  Kが「非常に大きな揺れを

感じた」と第 1報

5 : 55 大阪菅区気象台が地震情報 1号

発表

咽足源地は淡路島北端。北緯34.6

度、東経135.0度擬源の深さ約

20km（その後、約14kmと修正）、

マグニチュード7.2と推定。京都、

彦根、豊岡で梃度 5、大阪、姫路、

奈良、和歌山で箆度 4」

5 : 58 宝塚市消防本部が「災吾対策指

揮本部」を設悩

5 : 59 高司 5丁目と中山寺 1丁目で火

災発生

6 : 00 宝塚市災害対策本部を市役所G

階に設協

新幹線 ・JR・私鉄 ・名神高

迷 ・中国自動車道が全面ストッ

プ

6 : 13 大阪菅区気象台が「神戸痰度 6

（烈袋）」と発表

7 : 00 兵即県が災客対策本部を股似

7 : 29 気象庁が「洲本袈度6」と発表

7 : 38 近畿地方に再び強い地震。奈良

震度4、大阪従度 3

8 : 00 水道局対策本部設協。水道業者

に緊急出動を要諮

9 : 00 水道施設災害復旧開始（水道業

者9班35人で復旧）

9 : 20 市長が登庁

兵廊県密が「死者 8人、生き埋

め189人以上、行方不明33人」と

発表

少年自然の家が被災者用おにぎ

り作り開始（毎日 2.000個）、毛

布2,000枚搬出

9 : 30 犠牲の死者を市立体育館に搬送

する班を編成し、行動に箔手

9 : 35 市立スボーッセンターで救渡所

開設 (2/10まで）

9 : 50 全市民に避難所（学校等）開設

とその誘祁、ガス漏れと火気禁

止の広報について、 4班編成。

直ちに、広報車で行動焙手

10: 00 兵廊県知事が自衛隊に出動要訥

市長が陸上自衛隊第36普通科辿

隊（伊丹）に水と食料の供給を

要睛

市立国際 ・文化センタ ーに外国

人対象の被災生活相談を股四。

罰話受付のみ (3/31まで）

10: 04 政府が災薔対策基本法に基づき、

小沢潔国土庁長官を本部長とす

る「非常災害対策本部」を設脳 ([~I

議決定）、初会合

10: 15 市民から断水の一報が水道局に

入る。以後通報あいつぐ

10: 30 NH  KがFMで安否情報を流し

始める

11 : 00 気象庁が「平成 7年 (1995年）

兵那県南部地袋」と命名

11 : 18 芦屋市へ消防車 1台応援出動

11 : 33 南ひばりガ丘 2丁目で火災発生

11 : 50 大阪ガスが神戸市、芦屋市を中

心に約42万5,000戸で供給停止

12 : 00 醤察庁発表「死者203人、負倦者

711人、行方不明331人」

12 : 50 宝塚市災審対策本部会識の初会

合 (17日は 4回開他）

• 各部門へ被客状況の把握、 対

応について伝達

・県災害対策本部へ被害状況を
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逐次報告

・県災宮対策本部へ自衛隊の派

逍要梢

13 : 00 クリーンセンターが生活ごみの

収集業務再開

（幹線道路のみ、収集車直営 6台、

委託6台）

NHK教育テレビが安否情報を

流し始める

13 : 17 消荒神 2丁目で火災発生、住宅

2棟全焼

15 : 45 兵血県知事が記者会見、二次災

害の防止を呼び掛ける

16 : 00 村山臼・市首相が緊急記者会見、

「人命救助に万全を期す」

18: 00 苔察庁発表「死者l,042人、 負俗

者3.569人、行方不明577人」

18 : 07 東海迫新幹線名古屋・一京都で迎

転再開

17: 20 阪急宝塚線の池田一梅田で運転

再開

19 : 30 兵即県災害対策本部が「阪神間

を中心に、倅砲18万戸、ガス供

給停止72万戸」と発表

21 : 00 密察庁発表「死者1,311人、負傷

者4.241人、行方不明1.048人」

23: 04 兵那県東部で地徒。神戸で徒度

3 

午前 0時45分密察庁発表「死者1.681人、

負傷者6,334人、行方不明者1.017人」

水道断水状況（全戸数 7万4.000戸）

断水戸数 5万戸 断水率67.57%

人的被害（発表数）

死亡者79人、負偏者406人

ガス復1日状況（利用者数7万5,700戸）

停止戸数6万7.400戸停止率89.04%

家屋被害（発表数）

全壊58棟半壊177棟

避難者数 1万2,925人、避難所数50カ所

6市 5町（宝塚市、神戸市、尼賄市、芦

屋市、伊丹市、西宮市、津名町、 北淡町、

淡路町、一宮町、東浦町）に災害救助法

を適用 (2/1までに10市10町に拡大適用

される）

給水車 5台で市内任意の地点で給水実施

（宝塚アーパンサーピス（掬も協力）、同時

に浄水場での給水も実施、広報車により

給水地点を広報

小 ・中学校各施設の被害状況調査開始(3

班編成）

市立武道館（遣体安憐所）へ造体の搬送、

収容開始。逍族から葬骰の方法について

意向確認

災害対策臨時駐車場として市立駐車場を

開放

業者選定委員会を延期

災害対策本部股岡に伴う臨時電話20台股

骰

記者クラプ、テレ ビ局、ラジオ局各社へ

情報提供と報道依頼（随時）

広報車 4台で全市に避難（学校等）呼び

掛け

炊出し用米、紙食器等調達開始、炊出し

体制調整（場所、人貝配樅）毛布の調達、

配付開始

市内の学校で唯ーガスの出ていた山手台

小・中学校で、ご飯の炊出し（おにぎり

作り、午後から2'1: 00胴理貝、職貝約100

人動員）

市内の幹線道路が終日大渋滞となる

民生委員が要援護者の安否確認と救援活

動を開始

安倉ディサーピスセンターにおいて、要

介護者の二次避難所を開股 (2月1日に

総合福祉センターに移設し、 5月7日1胡

鎖）

宝塚栄光園、老人ホーム福寿荘でも二次

避難所を開設

24 : 00 現在の消防署の出動状況（累

計）

火災4件、救急65件、救助46件、密戒27件、

119番受信件数1.400回

被害甚大な芦屋市へ消防隊 1台 4名、西

宮市へ消防隊 3台11名、救急隊 1台 3

名、消防団 1台 5名が応援活動

l /18（水） 1 避難所に仮股トイレの設骰を淵始（延べ27



箇所、43基） 名、消防団 7台32名が応援活動

避難者数が最大に (1万5,945人となる） l /20（金） 義援金、見舞金の受入用銀行口座を淵設

山南町、氷上町、大阪市、吹田市、龍野 （三和銀行宝塚中山支店）

市その他から応援給水（以後、全国から57 気象庁が縦度を当初発表の 6から 7に修

の自治体 ・事業体から応援給水が到滸 正（三宮と淡路島の一部）

2/7まで） 市餓会が災害対策特別委員会を設似、第

午前 5時30分から陸上自衛隊第 3師団に 1回委員会開催

よる炊き出し（市立駐車場前） （午前中だ 火葬件数が最裔に (26遣体）

けで約一万8,000食分のおにぎりを用意） 福島県須賀川市から義援金が寄せられる

阪急宝塚線の塞雀丘花屋敷ー梅田が始発 村山宮市首相が大震災の担当相に小里貞

から開通 利北海道 ・沖縄開発庁長官を指名第132通

救援物査の受入れ始まる 常国会で村山富市首相が施政方針演説「復

財務部職貝らが被害状況調査を開始(~22 旧 ・救済に全力をあげる」と決意表明

まで） 医療応援チームによる避難所巡回診療開

総合福祉センター、老人ホーム福寿荘、 始 (-1/29)

西谷小学校で炊飯し、市役所食幽でおに 芦屋市へ救急隊 1台 3名、救助隊 1台 4

ぎり作り (4万個／1日） 名、消防団 4台16名が応援活動

火葬申込み受け付け開始、火葬場へ辿体 宝塚市長選立候補届出邪類等予備審査

搬送 (5班15名） l /21（土） 市立11幼稚園、 19小学校、 11中学校が再

倒壊家屋等の災害廃棄物の仮似場として 開校

武廊Jll河川敷を確保、一部搬入を開始 市役所グランドフロアにボランティア本

グリーンセンターのごみ焼却炉仮復1日後、 部を設四 (2/28まで）

運転再開 逆瀬台 6丁目に避難勧告発令(73世帯、242

24 : 00現在の消防署の出動状況（累計） 人）

火災0件、救急40(11)件、救助 3(2)件、 救援物資を各小学校で市民に配布開始(~

密戒10件、 119番受信件数 285回（※（）は 31まで）

地碇災害） 政府は、現地対策本部を兵廊県庁内に股

芦屋市へ消防隊 1台 4名、消防団 3台14 低

名が応援活動 JR宝塚線が全線開通

1/19（木） 1 阪急宝塚線が始発から全線側通 芦屋市へ救急隊 1台 3名、救助隊 1台 4

村山富市首相と土井たか子衆議院識長が 名、消防団 3台 9名が応援活動

神戸市など被災地を視察 1 /22（日） 第 1次仮股住宅入居者を珠集 (151戸）

見舞金 1件（小切手）を受領（第 1号） 兵血県南部に大雨洪水雷雨強風波浪注意

24 : 00現在の消防署の出動状況（累計） 報

火災 0件、救急52(7)件、救助 0件、翌戒12 紅葉ガ丘に避難勧告発令（87批帯、 242人）

件、119番受信件数185回（※（）は地従災害） 宝塚市長選挙告示。正司泰一郎氏が無投

火葬、今日から他市分も受入（市内18体、 票当選 (2期目）

他市 5体を火葬） 市内ゴルフ場がふろを開放

二次災害防止のため、他府県からの応援 家屋の被吾状況（集計一災害対策本部発

を得て、特殊建築物を対象として第 1次 表）

建築物応急危険度判定調査を実施 (~24 全壊1.339件、半壊その他3.718件

まで） 宝塚保健所による避難所巡回健康相談淵

芦届市へ救急隊 1台 3名、救助隊 1台 4 始(-2 /24まで）
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1/23（月） 1 市議会が第 2回災害対策特別委員会開催 をI}fl放

阪急今津線の1"l戸厄神ー西宮北口が午前 阪急パス甲東捌運行再開

6時30分から開通 1126（木） 広報たからづか臨時号を発行9万5.000部

川面長尾山の砕石工場の一部で倒壊家屋 政府が24年ぶりに防災基本計画を大幅見

等廃材を野焼き (25日からは武廊川河川 直し決定

敷の仮骰場でも実施。野焼きは神戸市、 大阪府東大阪市、八尾市、堺市の市営住

芦屋市、西宮市、尼崎市も） 宅41戸が宝塚市の被災者に提供される こ

被災者証明杏の発行開始 とが決まる（東大阪市10戸、八尾市11戸、

1 /24（火） 1 政府は激甚災害法による激甚災害指定を 堺市20戸。 2月上句から磋集開始）

開腋決定 武村正義大蔵大臣は衆議院予符委員会で

避難所になっている市立光明小学校で、 「この国の基本というものは踏まえなけ

近隣の 3自治会の支援で行水ができる手 ればならない。個人の財産は個人の買任

づくりの「光明温泉」ができる のもとに維持するのが建前だ」と答弁（被

県救護所を市内 5カ所の避難所に股置。 災者への個人補償を求める訴えに対して）

救簸所を拠点とした医療派遣チームによ 1 /27（金） 逆瀬台 6丁目の避難勧告一部解除 (9批

る避難所巡回診療開始(-215まで） 帯、 30人）

1/25（水） 1 第 1次仮股住宅の募集を締め切り (151戸 生活福祉骰金特別貸付の受付l開始 (2/20 

に1.833人が応孫、抽選は28日） まで）

市役所市民ホール横のビロティに、特設 中国自動車道が全線開通（一部対面通行、

浴場を設骰 (2人用浴室12基、1人用シャ 速度規制）したが、上下線とも大渋滞と

ワー室20基。 l/29（日）から供用開始。 なる

AMlO-PM 9。無料。 3/24まで） 文化庁などが、倒壊した八幡神社（中筋

午後11時16分ごろ 捉度4の地震 2丁目）を残った築材で再建する方針を

市艤会が第 3回災害対策特別委員会を開 決める

催 県、神戸市、県市長会、日本赤十字社兵

公衆浴場「荒神温泉」が営業再開 (AMlO 即県支部などが、合同で義援金を受け入

-PMlO: 30) れる窓口として「兵lil1県南部地捉災害義

二次災害防止のため、他府県からの応援 援金募集委員会」を創設、受付を始める

を得て共同住宅を対象に第 2次建築物応 市国際交流協会が、外国人向けに従災梢

急危険度判定調査を実施 (2/3まで） 報の発行を始める（日、英、中、西餅）。

戸建住宅について、応急危険度調査の申 計 4号を発行 (2月18日まで）

込み受付窓口を市役所G階に設骰し、地 l /28（土） 政府は、半壊 ・一部招壊の家屋や中小企

元建築士事務所協会や他府県の建築業協 業の事務所などの解体牧用を国と自治体

会等のポランティア（建築士）の協力に が全額負担、その搬送に自衛隊が協力す

より、調査希望者に対して実施 (2/10ま ることを決める

で） 薬剤師会による避難所へ薬の巡回相談憐l

自治省は、自治体が独自にがれきを緊急 始 (-2/2)

処理する場合、その経役を地方俵と地方 災沓見舞金の受入郵便局口座を開設（大

交付税で支援することを決定 阪貯金事務センター）

厚生省は小口脊金代付制度の創設を決め 芦届市へ消防団 3台14名が応援活動、こ

る。生活福祉賽金を活用した特例措骰。(27 の日で応援は終了

日から社会福祉協議会で受付開始） 1/29（日） 市内の自治会と避難所に「地笈による倒

中央図掛館が被災受験生のために学習室 壊家屋の処理について」を配布
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1 /30（月） 1 宝塚音楽学校が授業再測 町の被災者）

阪急今津線の宝塚一仁川が始発から開通 宝塚歌削団省組の夕奈あきさんが、防災

自治会などへ「災害関連情報」の配布淵 無線で避難所54カ所に生活梢報の放送ポ

始 ランティアに (17日まで）

避難所54箇所に受信機を股置、放送を始 宝塚歌劇団が、名古屋 ・中日劇場の星組

める 公演から再始動

放送ポランティアが防災無線で避難所へ 2/3（金） 「罹災都市借地借家臨時処理法」を適用

情報提供開始 (2/28まで） する政令を閣隈決定 (6日付けの官報で

無科法律相談（市民相談室で。家屋の建替、 告示、施行。適用地区は兵匝児10市11町、

借地 ・借家の権利関係等）を再開 大阪府12市）

中学校給食を再開（当而、パンと牛乳の 兵卯県教育委員会は被災子女の県立高校

簡易給食） の授業科、入学金等の免除を決定陸上自

天島 ・皇后両陛下が兵ult児入り（神戸市、 術隊第 7後方支援辿隊（北海道千歳市）

西宮市など）、被災者を見舞う地域児窟育 が末広町の武廊川河JII敷に野営風呂を設

成会が21小学校で再開 i社（「千歳湯」。奇数日を男性、偶数日を

市長選挙当選者、正司泰一郎氏に当選証 女性の利用日とした）

栂を付与 他市からの応援給水終了

l /31（火） I 倒壊家屋の公跨除却受付淵始 (3階大会 スポーッセンターに避難している子供た

跛室で、この日1,700人が訪れた） ちを励ますため、復興豆まきを実施

第 1次仮股住宅抽選発表 (151戸） 末成小学校地域児童守成会再開

姉妹都市のウィーン市第 9区から子供た 2/4（土） 社会保険庁は被災者の節害年金などの所

ちへの励ましのチョコレート730キロが1剥 得制限を解除すると決定

西国際空港に到約（西宮市と祈半） 商齢者に対するインフルエンザ予防接種

2 /1（水） 1 市議会遥営委員会、第 4回災害対策特別 開始(-2 / 8まで）

委員会を淵他 2/5（日） 山陽新幹線の跨線橋が落下し、不通となっ

市捉災復典本部（本部長 市長）を股脳、 ていた阪急今泄線門戸厄神一仁川間が運

第 1回程災復興本部会職を1Jr.ji枇小学校が 転再開、阪急今津線が全線復旧

給食を再淵（当面、牛乳とバンの節易給食） 日本社会福祉士会の専門職ポラ ンテ ィア

紅業ガ丘の避難勧告一部解除 (16世帯、 44 が、 80歳以上の高齢者の戸別訪問調査を

人） 開始。仮股住宅への支援を含めて、 3月

市立少年自然の家が無料で浴場を朋放 末日まで延べ864人が活動）

逆瀬台小学校地域児童育成会再開 兵附児災害対策総合本部が県内の負傷者

2/2（木） 1 兵廊県児童福祉課が児蛮扶整手当に特例 数を発表

措餡（所得制限撤廃）と発表 総数3万2.827人、うち宝塚市は1̀100人

全国各市から被災者証明発行業務に応援 2/6（月） 日本赤十字社兵耶県宝塚市地区が義援金

職員が来宝 の支給開始（窓口：市社会福祉協隈会。

水道局は、水道料金 1カ月分を減額した この 日だけで676人が受給）

うえで料金納付期限を 1カ月延期するこ 第 1次仮股住宅の入居開始

とを決定（北部、 f!lj易水道地区除く） 市立女性センターのカウンセラーグルー

下水道料金 1カ月分減額を決定 プが電話による「心の相談窓口」を開設

電力 9社は、砲気料金の特例措骰（科金 宝塚密察署と「西部地域ふれあいの会」

納付延期など）を通産省に申睛、認可さ が避難所になっている良元小学校体育館

れる。（対象は災害救助法が適用された市 に倒壊したマンションの盛85枚を贈る
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市災害対策本部は、衣料を一括してソリ

オホールで配付 (28日まで）

医師会に よる避難所巡回健康相談を開始

(5 /20まで）

217（火） 1 陸上自衛隊による家屋解体始まる(-4 

/15まで延べ6,134人出動）

災害対策本部会識を開催

被災者証明柑の発行を巡り午前中だけで

1.000人を超える被災者が殺到、午前中で

打切 り

気象庁は、「震度 7」（激碇）の適用地域

に新たに 9地域を適用すると発表 (JR

宝塚駅、中山寺駅の各東側、阪急甲東園駅、

西宮北口駅周辺等）水道断水世帯が500戸

まで回復、仮復旧完了を宜言

2/8（水） 1 第 2回碇災復興本部会隈を開催。「痰災復

興基本方針」を発表

第2次仮設住宅入居者を募集(795戸、～11

日まで）

クリーンセンターが風呂を開設

教育総合センター教育相談担当が「子ど

もたちの心のケア」について、避難所巡

回肋問開始 (-22日まで）

老人福祉施設辿盟の専門戦ポランティア

により避難所の要援談者の調査を開始

2/9（木） 1 建築基準法第84条第 1項の規定に基づき、

仁川駅前地区 （仁川北2丁目の一部）、売

布神社駅前地区（売布 2丁目の一部）、宝

塚駅前（栄町 1丁目の一部）において、

建築制限を指定 (2/17まで）

阪急パス逆瀬台線運行再開

大きな被者を受けた米谷保育所の建替を

決定

2 /10（金） 1 大きな被害を受けた長尾中学校、宝塚第

ー中学校、宝塚小学校の一部校舎解体決

定

市識会で第 5回災害対策特別委員会開催

2 /11（土） 1 兵廊県の都市再生戦略策定懇話会がス

タート（災害救助法が適用された10市10

町の首長が参加）

2112(s) I家屋解体残用の単価を決定。(1平方メー

トル当たり負担上限額、木造7,100円 ・鉄

筋コンクリート造 1万4.600円）

逆瀬台 6丁目の避難勧告全而解除 (64世

帯、 212人）

2 /13（月） 1 「中小企業振興事業災害特別資金」「小規

模企業振興災害特別賓金」の受け付け憐j

始(-7 /31まで）

2 /14（火） I政府は震災の呼称を「阪神 ・淡路大震災」

とすることを 1郡l議決定

紅葉ガ丘の避難勧告一部解除(43世帯、119

人）

山口県阿武郡むつみ村の 「むつみ村激励

隊」が第 1隣保館でしし鍋の炊出し

宝塚歌削等の創設者小林一三翁の邸宅の

解体始まる（宝塚ファミリーランド内）

市選挙管理委員会の委貝協議会を開1枇

2 /15（水） l従災復興本部は、重点復典 3地区（売布

神社駅前地区、仁川駅前地区、宝塚駅前

地区（花のみち周辺））の再開発事業の概

要を発表

「災害援股脊金」の貸付の受け付け始ま

る

広報たからづかで「文化事業は 3月末ま

で中止」と広報

県は臨時災害FM「FMフェニッ クス」

の放送を開始

2 /16（木） I首相の諮問機関「阪神 ・淡路復典委員会」

が初会合

マンドリン奏者で宝塚マンドリンギター

ォーケストラを率いる恩地早苗さんが市

総合福祉センターで慰問演奏

長野県下商井郡山ノ内町の湯田中渋温泉

郷から自衛隊の野営ぶろに温泉の湯が届

けられる（この日は女性の利用日。最高

の282人が利用）

環瑳庁が野焼きの調査を決定

頂点復典地区（売布神社駅前地区）の地

元説明会を開他

避難所の環挽などの調査を実施

兵廊県密が運転免許の交付事務を再I}｝l

良元小学校で針灸士会宝塚支部による無

料施術実施 (2/17まで）

2 /17（金） 大痰災 1カ月目。正午に黙とう

朝鮮初級学校再開

「阪神 7市選挙管理委員会委員長会」は



兵服児選挙管理委員会に統一地方選挙の 市識会が第 6回災害対策特別委貝会を開

延期を要望 催

西図徘館 ・中央図掛館中山台分室が再開 2 /23（木） 市内に現在42箇所ある避難所を 4月末を

館 めどに 1箇所に統合する方針を決める

煎点復典地区 ．（仁川駅前地区）の第 1回 紅業ガ丘の避難勧告全面解除 (28世帯、 79

地元説明会を開催 人）

兵府県がマンションの管理組合を対象に 平成 7年度当初予坑を発表(1、110他2,800

した相談所「分譲マンション復興相談セ 万円）。裳災復興殺を中心とし、新規事業

ンターを神戸市、西宮市で開設(~3月 やイベント関係役を大幅に見送る骨格予

末まで） 符とした

建築制限区域に指定している煎点復典 3 平成 6年度補正予鈴を発表 (209億8,700

地区の建築制限を 3月17日まで延長の告 万円）

ホ 2 /24（金） 水迫が全戸仮復旧を完了。応急復旧工事

2 /18（土） 1 1lff-坂浩翌建設相と井出正一厚生相が市内 も完了

視察（芦屋市、西宮市も）。市長が野坂建 家屋調査の応援を大手総合建股会社など

股相に復典対策に関する10項目の要望柑 建設業者37社に要睛

を手渡す 雲仙観光協会（長崎）から宝塚市国際観

宝塚中学校で「元気とりもどそう一楽し 光協会と宝塚温泉旅館組合に見舞金50万

いスポーツの集い」 167名が参加須点復典 円が届けられる

地区（宝塚駅前地区（花のみち周辺））の 政府は後災復興を推進する 「阪神 ・淡路

第 1回地元説明会を開催 復輿対策本部」（本部長 ：村山宜市首相）

2 /19（日） 1 東京都多摩市立和田中学校の生徒たちが の初会合を開く

荷司小学校に見舞いの学用品などを届け 第 3回徒災復興本部会餓,m他、 「旋災復輿

る。お礼に同校体育館で同小金管バンド 緊急整備条例（案）」がまとまる（公布 ・

が演奏を披露 施行 3/27) 

安倉小学校で「元気とりもどそう 一楽し 兵府県選挙管理委貝会は宝塚市議会猥貝

いスポーツの集い」開催、 52名参加 選挙を予定どおり執行と決める

2 /20（月） I 小里貞利地擬対策相が市内を視察（川西 2 /25（土） 逆瀬台と行業台の地質製査を実施

市、伊丹市も）。市長は、被災市街地復興 生け垣助成金を増額

特別措附法の早期制定など10項目の要望 マンション問題の専門家グループが市の

魯を手渡す 協力で分譲マンション住民のための無料

国際姉妹都市のアメリカ ・オーガスタ市 相談所「マンションllO番」（土、日曜解説）

から見舞いのおもちゃとお菓子が届 く を市役所内でスタ ー ト

栄町 2のソリオ 2で震災被災者の所得税 光明小学校で「元気とりもどそう一楽し

辺付申告などの受付始まる いスポーツの集い」開催、127名参加

義援金支給の窓口になっている市社会福 2 /26（日） 芦屋市、西宮市が合同慰霊祭

祉協誰会が、重複支給のチェックを開始 在日本大緯民国民団主催の「阪神大綾災

福島県須賀川市から義援金が寄せられる 犠牲同胞合同慰霊祭」が神戸市中央区で

2 /21（火） 市選挙管理委員会が統一地方選挙の延期 営まれる

の要望はしないという方針を発表 武庫川河JI!敷で「地農に負けるなドッジ

2 /22（水） 参議院本会議で挺災復興の基本方針と「復 ポール＆炊き出し大会」を宝塚野年会議

興対策本部」の設脳などを定めた復興基 所が主催

本法が可決、成立 第 2次仮設住宅入居者の抽選
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中央図密館が再開館、移動図術館運行再 本部管理中隊（伊丹）に任務を引き継ぐ

開 酉谷中学校の全校生徒が被災者のために

「被災市街地復興特別措附法」が公布、 と陶器の皿作り

施行される 国際 ・文化センタ ーが再開館

長尾南小学校で「元気とりもどそう一楽 小 ・中学校が温かい副食を取り入れた給

しいスポーツの集い」。71名参加 食を再開

日本建築士会が安倉北仮股住宅を調査、 313（金） 家屋廃材の野焼きを今月20日をめどに中

要介護者への改善を提言 止すると発表

2 /27（月） I市烏に「ウグイス」と「セグロセキ レイ」 避難所の給食が改善されることに決まる

を選定し、市木に「ヤマポウシ」を追加 (1人 1日850円から1.200円に）

と発表（市制40周年記念事業） 3/4（土） 手塚治虫記念館で平成 6年 4月の開館以

2 /28（火） 1 市識会が議会運営委員会を開催、 3月定 来50万人目の入館者

例市誂会を 3月8日から開会することを 在日本朝鮮人総連合会兵廊県本部の被災

決める 同胞救援対策委員会主催の 「阪神 ・淡路

ポランティア本部が解散式を開く （これ 大鹿災犠牲同胞合同追悼会」が神戸市長

までに延ぺ約 1万200人が活動） 田区で営まれる

第 2次仮股住宅の抽選結果を発表 明石市が犠牲者慰霊祭

耐箆貯水椿の股置を決定（小中学校の校 3/5（日） 午後 1時から市民会館で兵耶原南部地震

庭の地下に平成 7年度から順次計 8基を 宝塚市犠牲者合同慰霧祭を挙行（皇太子

股樅） 殿下、妃殿下、小里地箆対策担当大臣、

政府は復旧事業に特別の国廊補助率を適 土井衆織院隈•長、 貝原県知事等が参列）

用する「特定被災地方公共団体」に兵廊 皇太子殿下、妃殿下が避難所（総合体育館）

県と神戸市、尼崎市、明石市、 芦屋市、 を慰問

宝塚市、西宮市、伊丹市、！1|西市、津名町、 神戸市、尼崎市でも合同慰盤祭

淡路町、北淡町、一宮町、五色町、東浦町、 村山首相が神戸市の合同慰霊祭で、被災

緑町、大阪府豊中市を指定することを決 地の復興に全力で取り組むと政府の決意

r 疋 を表明

3/1（水） I 税減免のための家屋等の被害調査を開始 3/6（月） 第 2次仮股住宅入居開始

（企業ポランティアは 5月31日まで） 宝塚理容組合が避難所13箇所で理容ポラ

手塚治虫記念館が再開館。企画展「鉄腕 ンティア

アトム展」始まる (4月9日まで入館無科。 「勤労者住宅汽金災害特別融贅」の受け

期間中の来場者数は 1万8,299人に） 付け開始。対象は碇災で家屋が全半壊し

健康センター、中山台コミュニテイセン た被災者。個人取業主も含む。新築、購

ター、教育総合センター、女性センター、 入の低利融賓を斡旋

老人福祉センターが再開館 317（火） 国税庁が確定申告の期限延長（最長 1年）

宝塚ファミリーランドも再開 を決める

市と市民ポランティアの協力で「炊き出 家屋を解体する世帯に、家財の一時保管

しネットワーク」が発足。避難所に 1日 場所を斡旋することを決める。（対象・ …••

1回は温かいみそ汁などを配達するシス 解体申込みをした65歳以上の高齢者、寝

テムで 3月末まで実施 たきりの人、障害者、生活保護の各世帯。

教育総合センター「心の相談ホットライ 場所……消荒神 1の国際砲信砲話元社宅、

ン」開設 西谷地域の協力市民が提供する倉血など。

3/2（木） I 陸上自衛隊の野営ぶろが第36普通科連隊 無科。15日から受付）
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阪神 ・淡路大袋災による水道施設等の災 兵胞県の阪神 ・淡路大従災復典本部が正

害復旧の厚生省、大蔵省による第 1次査 式に発足、第 1回本部会厳を開催市跛会

F 及 の定例会が「兵L府県南部地策の災害復興

3/8（水） 1 平成 7年第 1国宝塚市謡会（定例会）が に関する決腋」を行い、災害復典に対す

開会。市長が施政方針演説 る支援要請を内容とする意見1,¥.tを可決し

女性センタ ーで猿災体験を語る「宝塚被 た

災地からの声ー思いっきり諾ろう」が開 菱談学校裔等部卒業式

かれ、主婦ら約20人参加 (15日、 22日も 3 /16（木） 兵庫県都市計画地方審厳会は、宝塚、神戸、

淵催） 芦屋、西宮の各市と北淡町における従災

3/9（木） I 「花のみちの街並みを復典する会」が発足、 復興関連の都市計画案を原案どおり可決、

栄町 2のソリオ 2で設立総会。（名脊会長 知事に答申

に市長が就任） 市長など特別戦 6人の給料を減額する旨

財団法人宝塚市保健福祉サービス公社が 発表 (4月から 1年間）

発足 3 /17（金） 県及ぴ市は震災復興閲連の都市計画（売

牒林畜産業被害報告（最終）全市被害総 布神社駅前地区市街地再開発事業ほか）

額 9億2.185万円 を決定し、告示

3 /10（金） 1 生活保護世帯や震災による失業枇帯の住 市は、都市計画迫路の変更ほか、従災復

宅応急修理を受付 (-3/17) 興関辿の都市計画を決定、告示

市街地再開発事業が計画されている仁｝II この決定により 、売布神社駅前地区、仁

駅前の地権者らが、再開発反対の署名を 川駅前地区、花の道周辺の 3地区が被災

市長に提出 市街地復典推進地域となる

阪急バス中山台線が阪急中山駅から運行 宝塚市仏教会が中山寺で追普供登合l司法

再開 要を開催（辿族ら約60人参加）

3 /11（土） 市長が兵廊県の都市再生戦略策定墾話会 「被災区分所有建物の再建等に関する特

で手塚治虫の「火の烏」を復輿のシンポ 別措四法」が衆参両院で可決、成立（全

ルにと提案 壊した被災マンションの再建を区分所有

宝塚消茂者協会などが悪質裔法追放の街 者の 5分の 4以上の校成で決識できるな

頭キャンペーンを実施（県と共催神戸市、 ど。 24日公布、施行）

西宮市、北淡町でも同時に実施） 3 /18（土） 市立13幼稚園で卒園式

3 /13（月） I倒壊家屋廃材の野焼きを全面中止 自衛隊の野営ぶろ終了。午後 1時から武

「兵廊県南部地槌災害義援金募集委員会」 血川河川敷でお礼を兼ねた終了式を開他。

が義援金の 2次、3次配分の内容を決定 自衛隊貝、市民、市職貝ら約50人が参加。

2次 ・諏倍見舞金 5万円 この日までに5,812人が利用

・被災児童等特別教育査金 100万円 3 /19（日） 近畿弁餓士連合会が市民相談室で緊急一

・要援蔑家庭激励金 30万円など 斉法律相談を実施

・持ち家再建、修繕の各助成金 30万円 少年自然の家のふろ開放を終了

・貿貸住宅入居助成金 30万円など 3 /20（月） 束京の地下鉄で猛萄；ガスのサリンが発生、

市立11中学校で卒粟式 10人死亡、約5,000人重軽症

3 /14（火） 義援金の支給ミス（狐複支給、対象外世 3122（水） 市議会議員選挙立候補予定者説明会を開

帯支給等）が判明、調査に乗り出す 催 (35陣営が出席）

3 /15（水） 市都市計画審隈会が開催され、駅前 3地 3 /23（木） 市立23小学校で卒業式

区の市街地再開発計画などに同意する答 東京 ・大阪など13都道府県の知事選始ま

申を決定 る。統一地方選挙が硲開き
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3 /24（金） 1 定例市餓会本会識で平成 6年度補正予邸、 縦災復興計画検討委員会を開催 (4/24、

7年度当初予符案を可決 (7年度補正予 5 /31、6121も）、初会合

符を上程） 宝塚市筵災復興緊急整備条例の規定に基

市民ホール横の特設浴場が終了 (l/29- づく碇災復興促進区域 ・重点復興地区の

3 /24の間で延べ 1万6,623人が利用） 指定を告示

3 /25（土） 1 震災に よる けが人が1.100人から2、201人 宝塚大劇場が再開

と修正（煎偏60人、軽傷2,141人） 4 /1（土） 市が機構改革を実施（再開発事業を抱え

第67回選抜高校野球大会が開硲 る都市開発部を都市復典部と改めまちづ

3 /26（日） 1 阪急i`廿荒神駅周辺約100世帯と同山本駅周 くり推進室など 3室を廃止。重点復興地

辺約500世帯でガスが使用可能になり 、こ 域に対応した各地区担当を設骰するなど、

れで市内のガスが完全復旧 礎災復興のための体制づくりが柱）

第3次仮設住宅の入居者を募集 (~28日 166人の人事異動を発令

まで） 小浜宿賓科館、少年自然の家、ソリオホー

スポーッセンターで「いい汗 ・笑顔で復 ル、ペガ・ホール、 市民会館、同分館南

興まつり」を開催 口会館、各デイサービスセンターが再開

3 /27（月） 1 気象庁がNTT宝塚営業所の地下に箆度 館

針を麟 (30日午前 9時から稼働） 阪神 ・淡路大震災復典碁金（理事長 ・県

スポーッセンター屋外施設の使用を再開 知事）が設立、初会合

「宝塚市震災復輿緊急整備条例」及ぴ「宝 西谷小学校地域児廊育成会新股

板市従災復興緊急整備条例施行規則」を 4/3（月） 新規採用職貝などに辞令を交付

公布、施行 西消防署栄町出張所が開所式

重点復興地区（中筋 JR北地区）の地元 市生活道路整備要綱を制定。震災での住

説明会を開催 宅建て替えに合わせ、迫路拡幅の用地を

3 /28（火） I 震災の犠牲者の逍族に支給される災害弔 買収するための措屈 (4月3日から適用）

慰金について、死亡者と裳災との因果関 4 I 4（火） 窃齢者 ・1旅害者向け地域型仮設住宅を建

係を調査する「災害弔慰金判定稲査会」 設すると発表。 6月中にオープン予定政

の設骰を決定（医師 2、弁限士 2、市職 府は、災害対策基本法に基づき兵廊県公

員 lの計 5人で構成） 館に股骰していた阪神大裳災現地対策本

3 /29（水） 1 第4回掟災復興本部会議で復興促進区域 部を廃止すると閣餓決定

に8カ所を指定 4/5（水） 午前2時12分頃、縦度 1の地震

避難所でアンケート糊査を実施 女性センターでチャリティーコンサー

嵩木博須賀川市長（福島県）が義援金500 ト・フリーマーケット「心の花をつなぎ

万円を市長に手渡し（午前） ましょう 宝塚」が開催。500人超の来場

3130（木） 1 市議会の定例会本会識は平成 7年度補正 者。同センターを利用するグループなど

予符、特別職の給料減額など18識案を可 で組織された「阪神大旋災義援金をおく

決 ろう実行委貝会」が主催。義援金約20万

午後 2時24分頃梃度2の地袋 円が集まった

法務省民事局が、兵耶県南部地簑による 第 1回災害弔慰金判定審査会を開催、審

土地挽界の変動の取り扱いについて 「土 査会の設似目的等の概要を説明

地の境界も相対的に変動したものとする」 劇団「飛行船」のぬいぐるみ人形劇「朝

と、現状を聡璽する基本的考えを示し、 日ファミリー劇場」が市民会館で公浙

関係機関に通知 4/6（木） 陸上自衛隊中部方面富山駐屯地の自衛隊

3 /31（金） 1 午前 5時10分ごろ、震度 1の地震 協力婦人部が富山県特産のチューリップ
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を寄贈（市民ホール入口に設饂）

大規模仮設住宅 (100戸以上）に「ふれあ

いセンター」の建設を決定

阪神淡路大捉災復興基金から査金拠出、

県が建設 (7カ所）

消防庁が「（仮称）緊急消防救助隊」の創

設を決定

消防本部が仮設住宅に消火用水と消火器

を設既

午前10時50分頃 震度 3 （弱裾）の地従

4 17（金） 1 手塚治虫記念館が入場者に鉄腕ア トムの

面 1万枚の無料配付始める。裂面に「負

けるな阪神大縦災 十万馬力でがんばろ

う」

「宝塚花と緑の即売会」が山本中 1丁目

の宝塚市山本園芸流通センターで1;fl1枇(9

日まで）。市主催の「植木まつり」が中止

となったため宝塚市花き園芸協会が独自

で実施したもの

市立24小学校と 12中学校 ・従護学校で始

業式

避難所アンケート調査の結果判明

423世帯、990人から 回答。 このうち35世

帯が住宅確保にめどが立たないと回答、

今後の対策を検討することに

4/8（士） 1 地域利用施設「裳雀丘倶楽部」が完成 し、

開館式を削11t

第 3次仮設住宅抽選発表。全員が当選。

これで仮設住宅の森集が終了

総計……仮股住宅数36箇所（市外分含む）、

建設戸数 2.074戸

ポランティアグループ「ハロー宝塚」が

山添公園で花見

山陽新幹線が全線淵通

4/9（日） 1 統一地方選挙前半戦の知事選挙で、東京

都は胄島幸男氏、大阪府は横山ノック氏

が当選。いずれも無党派候補

4 /10（月） 1 第 3次仮股住宅入居開始

被災者証明発行を一時中止 (16日まで。

コンビューター処理のため）

市立11幼稚園で始業式

市立24小学校(1,962人）と12中学校(2.010

人）で入学式

4 /11（火）

4 /12（水）

市立看股専門学校で第 1回入学式（第 1

期生52人）

県が「火の烏」グッズ協貯事業の申し込

み受け付け開始

市腋会腋員選挙候補届出柑類等予備審査

(-12日まで）

市立13幼稚園で入園式

市立登股学校で入学式

早朝、最大瞬間風速26.3mの突風で、市

議会服貝選挙のポスター掲示場が多数被

害

市国民健康保険運営協議会が、所得税滅

税に伴う平成 7年度の国民健康保険税の

改正について市長に答申

午後4時33分頃、鹿度 1の地従

がれきの撤去作業に従事していた陸上自

術隊（約180人）の家屋解体終了式が武府

川河川敷で開催（この日までに延べ 1万

570人が動貝）

土 ・日曜日の家屋等被害閤査を実施

クリーンセンターの風呂を閉鎖（延べ968

人が利用）

スボーッセンターで＂頑張れ火の烏

宝塚＂チャリテイコ ンサート開催

4 /16（日） 市議会議員選挙告示（定数30に35人が立

候補）

4 /14（金）

4 /15（土）

4 /17（月） 1 災害対策本部は、避難所を 5月21日で1判

鎖と発表

近畿弁護士会連合会が、「罹（り）災都市

臨時示談斡旋仲裁センター」の業務をス

タート。期間は 1年間

4 /18（火） I j肖野者セミナー「碇災とくらし」 fi暉 (19

日も）。県立神戸生活科学センターと市消

翡者センターが共1枇

4 /19（日） 1 市識会艤貝選挙公報を新聞折込み（避難

所等へも配付。新聞未購読世帯及ぴ市外

避難世帯等へは郵送）

県内の避難者数が 5万人を切る （県発表、

宝塚市は749人）

午後 9時41分頃、従度 1の地従

4 /20（火） If(庫 県と大阪府が「被災非木造建築物の

復旧システム」をスタート

4 /21（金） I県と宝塚市 ・芦屋市 ・西宮市が県西宮総
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4 /22（土）

4 /23（日）

合庁舎で「阪神間危険宅地緊急対策会隈」

を開催。パトロールの実施を申しあわせ

午前 8時19分頃、従度 1の地裳

市謡会猥員選挙投 ・開票。現職26人、新

人4人当選

有権者数 15万3.694人

投票者数 6万 9,706人 投票率

45.35% （過去最低）

被災地では、この他伊丹市、明石市でも

投開票。統一地方選が終了

4 /24（月） I 第 5回裳災復典本部会識、第 2回箆災復

興計画検討委員会開催。第 1次復典計画

案を作成

市議会腋貝選挙当選者に当選証術を付与

兵府県南部地旋災害義援金募集委貝会が

義援金の 2次配分を決定。義援金不足の

恐れから、持ち家再建助成金は取りやめ

になった

総務庁が被災自治体への交付税について、

特例措協を行う方針を表明

スポーッセンターがメインアリーナ、 ト

レーニング室の使用を再開

4 /25（火） 1 県が防災都市づくりへ児民のアイデアを

募集

兵廊県教育委員会「防災教育検討委員会」

第一回llf.J催

4 /26（水） 1 芦屋市から自衛隊引き上げ。自衛隊が阪

神間からすべて撤退

箆災の影聰で工事が一事中断、約 1カ月

延ぴていた阪急 ．JR宝塚駅前の国迫176

号線約1.1kmの地下 4車線化工事が完成し、

利用開始

災世弔慰金判定審査会が、新たに15人を

碇災死亡と認定。これで市内で震災によ

り死亡した人は、83人と合わせ98人となっ

た

4 /28（金） 1 市開発指磁要綱の一部緩和策を発表。捉

災で倒壊した家届の一部建て替えを促進

するのが狙い。（宅地面積規制や集合住宅

の人口密度規制などを 1月17日に遡及し

て適用、それ以後 2年間の措樅）

4 /29（土） 消防本部が仮設住宅で消防訓練

5/1（月） 復興計画への市民の意見募集始まる (-15

日まで）

宝塚地区労働維合協識会が今年のメー

デー行事を中止

市議会が誂貝総会を削11札

スボーッセンターの柔迫場の使用を再開

生活福祉脊金（災害援渡筏金）の貸出受

付（社会福祉協識会で、 7月31日まで）

| 5/2（火） 市立スボーッセンターの屋内プールが再

開。初日は無料開放

県統計課が4月 1日現在の推計人口を発

表。 546万6.318人で捉災後 3カ月辿続の

減少

県は住宅復典を支援するため、激甚災害

地 9カ所に総合住宅相談所を開設（宝塚

は栄町2丁目、ソリオ 3の5階に設骰）

I 5/4（木） 午後 511寺42分頃、旋度2の地捉

午後 5時53分頃、裳度 2の地震

5/5（金） 午後 8時24分頃、捉度 1の地従

5/6（土） 午前 1II寺9分頃、震度 1の地縦

福岡県から人形殷ljポランティアが子供た

ちを元気づけようと末成幼稚園へ

I 5/8（月） 避難所開査を,m始（仁川小、良元小、高

司中、美幸会館、直公民館、売布小、御

殿Ill中、スポーッセンター、総合福祉七

ンター、長尾小、東公民館）

商店街等共圃仮股店舗設置補助制度を発

表（仮設共同店舗の建設骰やリース料の

3分の 1を助成）

中央公民館が再I}}•J館

I 5/9（火） 臨時市議会招集告示

市織会会派届け締切り

5 /10（水） I復輿計画検討委貝会「生活福祉部会」「住

宅部会」

高司地区工架団地（宝塚テクノタウン）

完成に伴う竣工式を1}甘ilt

5 /11（木） 1 復興に向けて民Illlの意見を梨約する「阪

神 ・淡路震災復典計画策定調査委員会」

が県公館で初会合

5 /12（金）

5 /13（土）

5 /15（月）

復典計画検討委員会「市街地部会」

大雨野報発令

午前 7時33分頃、捉度 1の地袋

義援金 2次支給の受け付けを開始

仮設住宅の入れ替え入居（斡旋）など孫



集 派造。約12万件の閥査）

県南部に大雨洪水密報発令 5 /25（木） 仮設店舗助成制度を適用（阪急売布神社

水道局の渇水対策本部が正午で解散 駅南側の阪急ショップセンターが設立す

地方分権推進法が参隈院本会艤で成立 る共同仮設店舗）

中国が地下核実験 5 /26（金） 災者弔慰金判定審査会が新たに 8人を認

5 /16（火） 1 平成 7年第 2回宝塚市餓会（臨時会） 1井l 定。市内での綬災死亡者が106人となる

会 5 /27（土） 市と市国際交流協会が共催で「転入外国

密視庁は、東京地下鉄サ リン事件で中心 人等歓迎会」が市国際文化センターで開

的な役割を果たしたとして、オウム兵理 催

教代表麻原彩晃容疑者を殺人、同未遂容 良元小学校に残留の全員 (17人）が退出

疑で逮捕 5 /28（日） 宝塚朝市が武廊JII河川敷で再ljtl

5 /17（水） 1 臨時市議会開会。正副議長などの役貝決 ロシアのサハリン州北部で大地痰発生

まる。震災復輿対策特別委員会 (lo人） 5 /29（月） 空家となっている市内外4箇所の仮股住

の設附を決定 宅418戸を県に返遥（菅理数は1,656戸）

宝塚歌劇団が安寿ミラ ・サヨナラショー 建物の被害を被災者証明料の発行状況を

の収益金から義援金30万円を寄付 もとに修正

5 /18（木） 1 援助物究の配付を開始 (20日まで、スボー 全壊3.800棟、半壊8,881棟、計 1万2,681

ッセンターで） 棟

仮設住宅に市府でエアコン設似を決める 一部損壊 1万2.999棟

3市長（宝塚、芦J丞、西宮）が上京。普 仁川小学校に残留の 4人が退出

通交付税不交付団体への復典対策を国に 5 /30（火） 地徒の被災者に対する国民健康保険税の

要望（地器対策、匝生、建設、自治） 減免措骰を発表

県腋会議員選挙（宝塚市選挙区）の立候 平成 7年度第 1回都市計画徘狼会を開他。

袖届出杓類等予備徘査(~19日） 中筋 JR北箆災復興土地区画整理事業関

5 /19（金） 1 ペガ ・ホールで「阪神文化の灯を消す 連の都市計画案を事前協識

な ！」 シンポジウムが開かれる。阪神文 5 /31（水） 地袈被害のサハリン州へ救援物夜を輸送

化復典委員会と市文化振典財団が共11ii 仁川小学校に残っていた 1世帯が退出。

市長は束京都府中市長を肪問。捉災支援 これで避難所雑らしの被災者がゼロに。

へのお礼を伝える 箆災から135日目

西谷自治会連合会が都市開発基金に415万 第6回震災復典本部会識、第 3回捉災復

円余を寄付 典計画検討委員会を開催。第 2次復興計

午後 8時35分ごろ、碇度 2の地従 画案を作成

5 /20（士） I仮設住宅の入れ替え入居などの抽選 6/1（木） 花のみち再開発ピル設計（公孫型プロボー

仮設住宅入居者にアンケート (-21日） ザル方式）の募集を1開始

ソリオホールで兵ilt県臨床衛生検査技師 市立口腔保他センターがオープン

会が「阪神 ・淡路大縦災と臨床検査」を 183人の人事異動発令 (4月の人事異動は

テーマにシンポジウムを開催 梃災復典のための都市復興部拡充が中心

5 /21（日） すべての避難所を1が］鎖（仁川小、良元小 だったため、事実上 2カ月遅れの定期異

に7世帯、23人が残留） 動）

5 /22（月） 水忠危険予想個所を指定 (316件） 市議会縦災復興対策特別委員会を開催

避難者への食事支給を打切り 6/2（金） 県猥会議貝選挙告示（宝塚市選挙区は定

5 /23（火） 家屋等の被害糊査に参加の企業ポラン 数 3に4人が立候補）

ティアが1J召散式 (32社、延べ約3.300人が 6/5（月） 被災者向けの買貸住宅について、県や被
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災自治体、住宅 ・都市整備公団などが共 日まで）

同珠梨する窓口を設骰することが決まる。 6 /18（日） 午前 3時52分頃、従度 2の地裳

「（仮称）災害復興住宅管理協識会」が10 6 /19（月） 午前8時34分頃、従度 1の地捉

月から第 1回の孫集を開始 午前8時47分頃、従度 2の地碇

宝塚市防災会識を開催、地域防災計画の 6 /21（水） 従災で、借りていた住宅や店舗が倒壊し

一部見直しを決める てなくなった場合でも、被災前の借家人

災審対策本部の機能強化や緊急物；行の調 に対して都市再開発法上の借家人と同等

達方法（大規模小売店との贈入契約締結） の権利を有する者として認定。被災前借

を盛り込み、防災計画に新たに「綾災対 家人の権利を保殿する目的から、罹災都

策計画編」を設け、この中に簑災対策や 市借地借家臨時処理法の「優先賃借権」

復旧計画を定める。被災者証明の発行の について所有権（土地 ・建物）、偕地権、

脊料となる家屋被害の詔定基準の明確化 借家椛等と同様に買収することにしたも

やポランティアの受入態勢を明記（「災害 の

救援ポランティア辿携計画」）、職貝の動 6 /22（木） 神戸地鉄が全線開通

員方法の変更（全職員が命令を待たずに 6 /23（金） 定例市議会が平成 7年度一般会計補正予

自己判断で集合する）など 符案などを可決し、閉会

市が建股した大能災向けケア付き仮設住 午後10時19分頃、雛度 3の地痰

宅の入居始まる 6 /24（土） 県市合制の仮股住宅の全戸l開き取り閤査

（光明町 2棟14世帯分、高松IIIT1棟 7世 (～27日）

帯分） 6126（月） 阪神砲鉄が全線開通。これで神戸ー大阪

束、西公民館が再開館 間のすべての鉄道が復旧した

6/8 (＊） | 「花のみちの街並みを復典する会」は、「花 6127（火） 「宝塚まつり（毎年 8月下旬に開催）」が

のみち周辺地区」再開発事業での設計業 今年は中止と決まる

者選定の審査委只会委員に地元住民も加 6 /28（水） 財団法人「阪神 ・淡路大斜災復興基金」

えることなどの要望栂を市に提出 一県と神戸市が設立＿が、住宅再建骰金

619（金） 1 「災害対策基本法（改正）」が参識院で成 の利子補給など13事業の申梢を受付けと

立（災害時は緊急車両が容易に通れるよ 発表 (7月3日から17日の間受け付け）

うに、路上の放似車両を強制撤去できる 市緞会簑災復興対策特別委員会併lilii

などが柱） 6129（木） 女性センターで、宝塚女性ポードが市長

6 /10（土） 県は、災害危険地図を阪神間を中心に10 に「碇災で傷ついた子どもたちの心のケ

万世帯に配付すると発表 アをするために、小中学校ヘカウンセラー

6 /11（日） 延期されていた県隈会議貝選挙の投併l票 の派造が必要」その他を提言

が行われる（市内投漿率31.28%）宝塚市 6130（金） 第7回雛災復興本部会識、第 4回簑災復

選挙区では現職2人、新人 1人が当選 興計画検討委員会を開催「宝塚市従災復

6 /12（月） 1 阪急神戸線全線1開通 典計画」を決定

児猥会識員選挙当選者（宝塚市選挙区） 711（土） 匝生省は日本人の平均寿命（平成 5年度）

に当選証祁を付与 が男76.57歳、女82.98歳と発表

6 /13（火） 平成 7年第 3回宝塚市議会（定例会）が 7/2（日） はんしん自立の家で瀬戸内寂聴さんが、

開会 心のケアで講演 (10/8も）

6 /16（金） 午前 71時55分頃、旋度 3の地捉 7 /3（月） 県南部に大雨洪水密報発令。密戒地区と

午後8時50分頃、袋度 1の地震 なっている紅菓ガ丘など 3カ所を巡回。

小浜宿井川邸の修復工事始まる 市立24小学校、 12中学校は午前で授業打

6117（土） I 被災家屋の公投解体受け付け再開 (-19 切り

278 



中止と決めていた節害児のコロラド派逍

事業を今年も実施すると発表。（消荒神消

澄寺の院主からの善意を生かしたもの）

市立老人保健施設ステップハウス宝塚が

オープン

市立老人介腋支援センターがオープン

716（木） 1 災害対策本部が大雨による二次災害に注

意するよう市内 3カ所に広報車で呼びか

け (2日の降りはじめからの総雨益が

200mmを超えたため笞戒を呼びかけたもの。

ゆずり業台 2、紅業ガ丘 1、長寿ガ丘18

の各地域）

第17回参議院謡貝通常選挙公示（兵廊選

挙区は定数2に7人が立候補）

717（金） 1 市内で初めての「ふれあい七 ンター」が

野上の仮設住宅 (150戸）でオープン

戦後50年と従災をテーマにした「r平和』

みる ・きく ・伝える展」が西公民館でス

タート（東公民館、市役所市民ホールを

巡回。 20日まで）

7/8（土） 1 西公民館でシンポジウム「大裳災とマス ・

メディア あの日、市民が求めていた滑

報は」を併J11t

県は「阪神 ・淡路箆災復輿計画（ひょう

ごフェニックス計画）」案を決定

7 Ill（火） 1 集中砥雨で被咎が大きかった新渇県上越

市に見舞金を送る (7月20日）

中筋 JR北痰災復典土地区画整理事業関

連の都市計画案の都市計画審識会への諮

問を見送ることを決定

7 /13（木） 1 市と住宅 ・都市整備公団が阪急仁川駅前

と売布神社駅前の市街地再開発事業に関

する基本協定を締結

7 /14（金） 「子どもたちの心のケアを考える」をテー

マに＂たからづかっ子＂育成フォ ーラム'95

をソリオホールで1}り催

7 /17（月） 1縦災から半年目

l / 1推定人口 206,641人

7 / 1同

増減

仮股入居戸数

全壊

半壊

203,321人

△ 3,320人

1,662戸

5,920世帯

14,079世帯

死者 106人

解体家屋申込件数 6.022件

処理済み (6月末） 4,981件 (83%)

災害対策本部会猥を開佃。集中髪雨など

の二次災害を防止するための降雨による

避難勧告の基準を設定

兵廊県が「被災マンショ ン建替支援制度」

を創設

I 7 /19（水） 新潟県上越市へ災害義援金100万円を送る

ことを決める。同市は11日から12日にか

け集中豪雨に見まわれ災世救助法が適用

された。同市からは箆災復旧作業で延べ

490人の戦貝やがれき搬送用大型ダンプ

カーなどの派造を受けた

I 7 /20（木） 平成 9年度までに公的住宅と民間住宅を

合わせて4,200戸の建設を目標とする「た

からづか住宅復典三カ年計画」を発表

市謡会箆災復興対策特別委貝会を関催

7 /21（金） I中国自動車道の吹田一西宮北間が完全復

7 /23（日） 1:議院議員通常選挙の投 ・開梨、市の投

票率35.91 %（前回46.70%) 

現職 1人、新人 1人当選（兵廊県選挙区）

7 /24（月） I午前 4時頃、後度 3の地縦

アジア各国ペトナム・インド・中国 ・翰

国などアジア10カ国の漫画家10人が手塚

治虫記念館を見学

| 7 /27（木） 阪神間 6市長らが上京、製災復典への財

政支援を政府に求める要望術を共1司で提

出

県環境情報センターが光化学スモッグ注

意報を発令

7 /29（土） 1 第12回宝塚国際室内合唱コンクールがベ

ガ ・ホールで開催。総合桜勝はエストニ

アの THEGIRLS'CHOIR "ELLERHEIN" 

7 /31（月） I 「中小企業振興事業災害特別査立「小規

模企業振興災害特別資金」の受付を終了

倒壊家屋等災害廃梨物武庫川河川敷仮脳

場を閉鎮

8 /1（火） 「よみがえれ宝塚 ・観光花火大会」が栄

町1、武廊川一帯で開催 (2日も）高司

小学校の金管バンドが、同校体育館で「碇

災を乗り越えて半年 サマーコンサート」
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を開催、地元の幼稚園児ら約100人を招待 告。同委貝会は計画実現のため、財政確

野年会議所が宝塚フェニックスまつ り(~ 保など17項目の要望せrを哄知事に提出

2日） 8 /22（火） 災吾対策基本法施行令、同規則の一部改

平成 7年度の個人市県民税及び固定賽産 正案を政府が開識決定。 9月 1日から施

税 ．都市計画税について、災吾減免の規 行

定の整備を行う。特に固定脊産税．都市 「阪神広域行政圏協議会」は、震災復典

計画税（家屋 ・償却査産）においては、 に伴う財政支援や災害復典対策事業など

減免範囲を拡大し、また、平成 6年度第 について建設、自治、厚生省と国土庁に

4期相当分についても、減免を行うよう 陳情

規定した 8 /24（木） 大阪国際空港騒音対策協識会 (11市協）

8/2（水） 1 市尚工会が阪急宝塚駅前など 3カ所に復 は伊丹市での総会で、大阪空港の防災拠

典キャンペーンの PR旗を飾り付ける。 点化を運輪省に要望することを決める

復興のシンポル、フェニックスをあしら NTT関西支社が被災者のニーズに合わ

い、「よみがえる きらめきのまち宝塚」 せた特集ベージを掲載した職業別鼈話帳

の椒語入りで今月末まで掲示 「阪神 ・淡路復典支援版タウンページ」

8/4（金） 1 第 4回災害弔慰金判定審査会が開かれ、 の配付を始める

新たに 9人（うち 1人は他市被災）が袋 8 /25（金） 花のみち周辺地区プロポーザル審査委貝

災死亡者と認定。宝塚市内での死者は114 会が宝塚駅前（花のみち周辺）地区第二

人となる （同審査会での認定者は32人に） 種市街地再開発珀業の施設建築物の設計

県は r阪神 ・淡路従災復興計画（ひょう 者を特定

ごフ ェニッ クス計画）」を最終決定 8 /26（土） 戦後50周年を記念して、平和音楽劇「ガ

(2004年度を目標に660事業を盛り込む。 ラスの地球を救え」が栄町のソリオホー

総事業1Jl7兆円） ルで開催。手塚プロダクションなどと協

8/7（月） 通産省地質濶査所が「有馬一高槻構造線」 力して企画 (-27日）

の位置 ・活動歴を本格調査淵始 8 /28（月） 「高齢者の孤独死を防ごう」と仮設住宅

8/8（火） 市内の小 ・中学生と高校生が市長、教育 を巡回している在宅ケアサーピス課に属

長と市政全般について意見交換するフ するホームヘルパーが救命訓練を実施

レッシュトークが市立教育総合センター 8 /31（木） 家財の一時保管場所（消荒神 1の国際砲

で (9日も） 侶砲話元社宅）を返辺

8 /11（金） 1 神戸地方法務局が、大簑災で被災した県 9/1（金） 敬老の日に先立ち、市長が100歳以上の店

内 9市10町の倒壊家屋について職権で滅 齢者 2人を訪問し長寿を祝福大箆災復興

失登記をする、と発表 基金被災者の融査制度等24事業の受付開

8 /15（火） 1 義援金第 2次配分の追加として、住宅修 始

繕などの助成金交付申請決まる。申請は 913（日） 「宝塚薪能」が市民会館で夜に開催

平成 9年度末まで受け付ける 9/4（月） 業者選定委員会が宝塚駅前 （花のみち周

8 /17（水） 中国が地下核実験 辺）地区第二種市街地再開発事業の施設

8 /19（士） 東洋町の武廊111河川敷で「復典復典キャ 建築物の設計者を特定

ンペーン 子供カ ーニバル」を開催。地 平成 7年度補正予焚案を発表。震災関連

域の舟：親や学生ポランティアでつくる「あ は総額136億7.900万円で、平成 6、平成

そぴ隊」が主催 7年度の袈災予符は計534他円となった

8 /21（月） 1 市議会従災復興対策特別委員会が開かれ、 平成 6年度の決符概要を発表。18年連続

目標年度を17年度と定めた箆災復興計画 の黒字となったが、震災の影響で歳入、

の事業毀に総額3.059億円が必要と市が報 歳出とも伸ぴ率が 1％にとどまる。歳入
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761億1,000万円、歳出は735{立円、うち震 救出 ・保全している「歴史査料保全情報

災関連は約55位円 ネットワーク」は、米谷 1の旧家から江

9/5（火） I 市隈会痰災復典対策特別委貝会で、市の 戸時代の古文術2,753点が見つかったと発

従災復興計画の概要を発表 表

計画は平成17年度までの10年間で159事業、 9122（金） 従災復旧工事入札でのポランティア企業

3.059億円を見込む 飯先指名を中止すると表明

首相の諮問機関「阪神 ・淡路復典委員会」 市隈会は、沖縄での米兵による少女暴行

が、震災復興にあたっての「長期ビジョ 事件に関する決議などを採択して朋会

ンについての意見」をとりまとめ、村山 9 /26（火） 東京都府中市の小 ・中学生らの激励の手

首相に提出 紙465通が宝塚小学校に届く

916（水） I 「心のふれあう市民の集い」が市民会館 9 /28（木） 防災啓発冊子「地裳に自信を」を市内全

で開催 世帯に配付 (-10月末日）

フランスが南太平洋のムルロア環礁で地 9 /29（金） 阪急パスが川西市南野坂の仮設住宅 (270

下核実験 戸）と市内槃雀ケ丘の仮股住宅 (172戸）

917（木） I 被災した木造家屋の解体処理が9月末日 の住民向けに、路線パスの運行を開始

で終了する見込みで、10月13日で市内 2 1011（日） 国勢調査始まる (~8日まで）

カ所の仮屈場を閉鎖すると発表 1012（月） ゴミの細分別収集がスタ ー ト。ごみの減

解体申し込み 約5,700件、 95％が処理済 飛化と脊源化を進めるため 3種4分別を

み 6種9分別とした

運びこまれた廃材 トラック延べ10万 災害援陵賓金、 生活福祉賓金貸付申し込

6,000台、総批約48万トン みを再開 (~31日）

9/8（金） 平成 7年第 4回宝塚市議会 （定例会）が せいれい訪問看談ステーション宝塚（ソ

開会 リオ 2)がオープン

919（土） 午前 0時39分頃、幾度 1の地旋 10/ 3（火） ポランティアグループ「POPパレット」

宝塚胄年会識所がソリオホールで「復典 が、女性センターで学んだ広告文字を利

支援 ・創立30周年記念公演」を開催 用した情報紙「もぎたて情報便」の第 1

9 /11（月） ＼市識会が全会一致で核実験反対決隈 号を仮設住宅に配付

定例市識会本会餓で、市は固定資産税と 10/ 4（水） 消防本部は、阪神 ・淡路大従災規模の地

市県民税の納期を平成 9年度から地方税 縦が発生したとの想定で抜き打ちの非常

法の標準納期に戻す方針を表明 召集訓練を実施

9 /12（火） 午前 6時30分頃、旋度 2の地農 10/5（木） フランスが核実験

9 /13（水） 市長は、核実験を行った中国、フランス 市長がフランスの大統領あての抗巖文を

両政府にあてた抗猥文を駐日大使館と総 フランス大使館あて郵送

領事館に郵送 宝塚市緞会が国に対し、「大梶災に伴う復

9 /14（木） I午後 6時38分頃、俊度 1の地綾 旧 ・復興対策に関する要望科」を提出し、

市議会総務常任委員会で、被災マンショ 支援要訥を行った

ンの再建支援事業の概要を公表 10/ 6（金） 日本馬主協会連合会が、多目的トレーナー

9 /18（月） 1 公共工事の業者選定基準を変更。 「一般競 消防車を宝塚、芦座、伊丹、西宮の各市

争入札」をしていた大規模工事のうち、 に 1台ずつ寄贈。市役所横武廊JII河川敷

阪神 ・淡路大廃災などの緊急工事につい で贈呈式と性能披露

ては入札参加の企業をあらかじめ選ぷ「指 10/ 7（土） 山本園芸流通センターで「宝塚植木まつ

名競争入札」とするなどを決める り」が開催

9 /20（水） I 裳災で倒壊した家屋などから歴史資料を 1019（月） 第 5回災害弔慰金判定審査会で、新たに
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3人が震災による死亡と認定。市内での 淵会

裟災死亡者が117人になり 、同弗査会でこ 宝塚小学校、宝塚第一中学校、長尾中学

れまでに35人を認定 校の校舎新築復旧工事始まる

10/10（火） スポーッセンターで節42回市民体育レク 11/ 2（木） オベラアーツ振典財団（東京都小平市）

リエーション大会を開催 が来宝。 「被災地巡回音楽公演」の一環で、

10/11（水） 市立看蔑専門学校がソリオホールで52人 オペレッタ「プレーメンの音楽隊」を宝

を対象に初めての戴帽式 塚第 1小学校と売布小学校で上瀬（以後、

箆災で被災した子どもたちを励まそうと 延べ19校で上演）。 芦屋市でも (12/18日

ロシアの 「サマンサ合唱団」ー32人ーが まで）

宝塚、匹宮両市の学校訪問 都市計画道路宝塚池田線 ・県道西宮宝塚

10/12（木） 市立逆瀬台デイサービスセンタ ーの完工 線（美幸町）から県道塩瀬門戸荘線（高司）

式を実施、業務は16日スタート の間、約 1kmが 2車線で供用開始する

10/13（金） 策災による廃材 ・がれきの搬入受付終了 11/ 4（土） 宝塚（阪神）競馬場の場外馬券販売を再

倒壊家屋等災害廃棄物仮齢場（大阪砕石 ・ 開

サングリーン）を全而閉鉗 11/ 5（日） 総ての災害に対応できる自主防衛を主眼

10/14（土） 1 午前 2時 4分頃、震度 3の地梃 に、市消防本部が市立丸橋小学校で「i肖

クリ ーンセンターで「'95リサイクルフェ 防防災ふれあい広場」を開催、市民ら約

ア」開他。約2.000人の市民で賑わう 2.000人が参加

10/20（金） NTTは光ファ イバーケープルを被災地 ll/6 （月） 被災者50人が福井県武生市の名物行事「た

に俊先配備すると発表 けふ菊人形」展に招待される

10/22（日） 従災からの再生をうたった「復典祭」が 1117（火） 中筋の八幡神社修復工事始まる

市役所横武廊川河川敷公園らで開かれ、 女性センターのフリースペースに色とり

約 8万人が集まる。「たからづか楽市」「'95 どりの布で作ったヒコパエ見立ての並木

消既者フェスティバル」「宝塚朝市」の 3 が登場。震災犠牲者の鎖魂の額いを込め、

つのイペントを合わせて実施したもの センター利用者ら約100人が制作したもの

10/24（火） 1 伊丹市内で第84回近畿市長会総会が削か 11/ 8（水） 売布地区再開発事業の概要を発表

れ、震災に よる災害復旧事業に対する財 市都市計画審議会で、宅地化典地約 5へ

政措骰や防災対策の充実など国への要望 クタールを生産緑地に変更（再指定）す

をまとめた議案を採択 る案を諮問、承認される。旋災で緑地の

10/26（木） 1 女性センターで「女性と箆災をテーマと 韮要性が高まったのが理由

した宝塚女性フォ ーラを開催 (~28日ま ll/ll（土） 青少年健全育成大会を西公民館で開催。

で）。市民から寄せられた従災体験ひとこ 「大庭災を体験して」のテーマで中学生

とメッセージ80点を掲示 によるパネルディスカッション

10/30（月） 1 首相の諮問機関「阪神 ・淡路復典委貝会」 11/15（水） 関西電力西宮営業所の識員が市内の仮設

が最終報告 住宅に寄贈したプランタ ーにバンジーの

災祖復興買i芍住宅（約3.800戸）入居者森 花の植え替えのポランティア

集 (-11月15日） 市立病院で消防臥II練を実施

宝塚理容tili会と美容師会による 「碇災＆ 市戯員の本年度の給与改定見送りを市職

美容ショー」がソリオホールで閲催。「よ 員労働組合に提示

みがえる宝塚 きらめきのまち 捉災よ 11/16（木） 被災者向け災害復典貿抒住宅の初回応券

りの飛翔」がテーマ 状況まとまる（県発表）

市激会震災復典対策特別委貝会を開催 県全体で孫集6.108戸に応募 3万6,773人。

11/1（水） I 平成 7年第 5回宝塚市議会（臨時会）が うち宝塚市営分は102戸に対し508人が応
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募

県は緊急インフラ整備 3カ年計画、ひょ

うご宅地需給 3カ年計画を公表

大阪でアジア太平洋経済協力会緞 (Ap 

EC)が1m1枇

11/23（木） 1 第三隣保館でポランティアグループ「ラ

イトハウス阪神友の会」が近くの平井仮

股住宅に住む人を招いで炊き出し

フランスが核実験

11/24（金） 1 お年寄りたちでつくつているシルバー劇

団「みやこ」が、市立老人福祉センター

で徒災で被災した老人の問題をテーマに

した創作股1l「最後の楽園一阪神大旋災と

老人」を披露

市長はフランスの核実験に抗隈文を在日

大使館と総領単館に郵送

11/29（水） I宝塚、芦屋、西宮の 3市長が自治省など

4省庁に能災復興事業の国廊補助拡大な

ど財政支援を要望

11/30（木）I午後 1時から市役所で大規模消防訓練実

施。市識貝約570人、西消防署貝34人参加

給与改定をめぐり市戦貝労働組合が時限

スト（明石市、伊丹市でも）

12/1（金） I 災害対策基本法改正案が参隈院本会隈で

可決、成立。大規模災害時に政府の緊急

災害対策本部を設骰しやすくし、現場派

迅の自衛官に一定の権限を与えるなどが

骨子

12/ 2（土） 阪神競馬場が再開

12/ 7（木） 平成7年第6回宝塚市餓会（定例会）が

剃会

12/11（月） I 震災で被害を受けた市庁舎の修繕工事始

まる。総工事跨約 1億2,600万円

平成8年 3月末までに完了

教育総合センターで「子どもを通して見

る戦後50年展」を開催 (-16日）

12/12（火） I仁川駅前地区再開発事業の現地事務所（艇

塩 2)がオープン

12114（木） 1 大規模な災害時にも機能できる情報網を

整備するため、パソコン通信を利用した

災害対応総合情報ネットワークと地域防

災無線通信の祁入を決定。県は国勢調査

の速報値を発表

被災地の人口減が約15万人、住民薬を残

したまま県外へ避難した被災者が 6万

4,000人を超えているなど

宝塚市総計 20万2.547人参考 ：衆

腋院小選挙区別人口

1/1推計人口 20万6,641人 （第 6区

＝宝塚、伊丹、 ）1|西）

増減 △ 4,094人 53万5,522人

| 12/16（土） 日本中央競馬会の武豊騎手が、阪神競馬

場で市に義援金を寄付

市長 ・市議会議長が政府与党喪災合同調

査団に陳情

12/18（月） 1 市長が従災復興にかかる財政支援要望の

ため自治省等に陳情

12/20（水） I宝塚市ポランティア活動センターがソリ

オホールで 1日ポランティア教室を開催

12/21（木） 1 北但社会福祉協識会連合会と城碕、出石

郡の 6町の社会福祉協識会が、仮設住宅

8カ所で支援のための「胄空市」を開催

市職会閉会

12/22（金） 午後7時 7分頃、震度 1の地旋

12/27（水） 午前9時18分頃、裳度 1の地捉

平成 8

(1996) 

市議会震災復典対策特別委貝会耕l1枇

平成8年度からの 3カ年実施計画を発表

全体で773位1,720万円 (81事業）のうち

91. 2％にあたる704億8,000万円 (46事業）

が裳災復興事業。安藤忠雄氏設計の温泉

利用施設はさらに 3年間実施を凍結する

ことに

自治省消防庁は箆災死者数を6.308人 (26

日現在）と修正し発表

直接死者だけでなく、震災後に死亡して

震災との因果関係が認められて災害弔慰

金の支給対象となった「鹿災関連死者」

も含まれる。国が関連死者を災害死と認

めたのはわが国史上初めて。（内訳 ：兵眼

県6,279人、大阪府28人、京都府 1人）

l / 5（金） 村山首相が退陣表明

1 / 6（土） 市立国際 ・文化センターで「宝塚市外国

人市民文化交流協会」が発足式。定住外

国人ら約50人参加
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l / 8（月） 1 復典公営住宅として建設する（仮称）市

営武崩JII住宅の滸工計画を発表

建設地は美座 1丁目、計40戸、 1月中に

も箔エ、平成 8年 3月に完成予定。市の

復興公営住宅の箔エ第 1弾

平成 8年 6月に滸工予定の袋災復興市営

住宅（中筋山手 1)に、アメリカからの

輸入木造住宅を採用することを決定。平

成 9年 3月完成予定。（姉妹都市オーガス

タ市のある米ジョージア州東京事務所を

通じて現地業者の紹介を受けていたもの）

1/9（火） 1 大阪管区気象台が、兵廊県南部地簗から

昨年12月末までの余震活動を発表

観測された余筏は無感地碇を含め2.361回。

「回数は順腑にi咸少している」

l /12（金） 1 プロボクシングの元WBA世界ジュニア

フライ級チャンビオンで、少年時代を市

内で過ごした渡嘉敷勝男さんがお見舞い

として寄付

l /14（日） 1 「祈 り そして明日ヘー1995・ 1 ・ 17を

忘れない」（宝塚コープポランティアセン

ター主催）が宝塚コープセンター大ホー

ルで開催

「あれから 1年！ 捉災賽料展」が中央

図翡：館で開催 (~28日）

1/15（月） 1 成人式を市内のホテルで開催。避難所生

活を送ったタ レン トの間究平さんが請演

20歳人口男1.556人 (920人）女1.623人

(1.130人）

計3.179人 (2.050人） 注 ：（）は当日

出席者

l /16（火） I教育総合センターで「従災汽科展」 (-20

日まで）

「花のみち周辺地区」 の事業計画案の縦

買が、ソリオ 2の宝塚駅前再開発事務所

で始まる

市長、市幹部ら 8人が廃災犠牲者宅へ追

悼訪問

アピアホールで危機管理を考えるシンポ

ジウム 「市民 ・企業 ・行政の役割を問う」

を開催（市、まちづく り研究所主催）

市長より梃災にかかる市民の犠牲者のご

盤前へ供花を送付

l /17（水） 1 武耶川河川敷で梃度 7を想定した防災紛

合訓練を午後 1時から実施。自衛隊初参

加。大阪ガス、 NTTなど計26団体から

延べ1.000人、車両130台ヘリコプター 3

機が出動。この 日は阪神1り］ 7市 1町でも

防災訓線を実施

兵廊児自治体病院l開設者協跛会が結んだ

「災害初動時相互応援協力に関する協定」

が発効

阪神 ・淡路大震災犠牲者追悼式典が県公

館にて挙行される関辿行事として市役所

市民ホール、各支所 ・出張所で記帳所を

開設

正午より 1分期の黙認を実施

市役所市民ホール横の ピロティで、夕方

5時15分から市民鎖魂祭「鎖魂太鼓とコー

ラスのタベj が開かれる

県の災害救援ポラ ンティア「ひょうご ・

フェニックス救援隊」が発足

宝塚市に寄託された義援金 5低5、428万

3.000円を兵血県南部地従災也義按金募集

委員会へ送金
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避難者数の推移(2) 〔上段 ：避難箇所数下段：避難者数〕

日付 2月1日（杓 2月2日（木）2月3日倹 2月4日(±)2月5日(Bl2月6日(Ji)2月7日ぬ 2月8日（杓 2月9B（杓 2月10日位） 2月11日(±)2月12日(A)2月13日け） 2月14日肉市町名

神 戸 市
540 539 534 533 547 547 539 541 538 540 540 538 532 530 

211.177 211.272 205.690 202.997 204.816 197,763 191. 845 189,825 189,565 188,843 188.095 188,412 184.997 182.978 

尼崎市
85 85 85 85 85 84 83 83 83 83 81 81 80 80 

5.607 5.122 5.174 4.899 5.122 4,929 4,907 4,700 4.452 4.452 4.407 4.488 4.372 4.183 
←--- - - - - - 一，-- ——,- - •, —— - -— --- - ,— 一-- - --- •一， 99 ----——,. ー，

西 宮 市
170 167 167 167 168 168 159 156 156 155 153 154 154 155 

阪 23.000 20.900 20.900 20.900 19.400 19.400 17,400 16,900 16.300 16.000 15.500 15.400 15.300 14.800 
’’’’’  9 9 9 9 9 ,  - ■’ 9-• ー・ ， ---——,- - ----- -ll ll一

芦 屋市
53 53 53 54 54 54 53 53 53 53 52 52 52 52 

8.912 8.912 7,620 7,665 7.652 7,652 7.240 7.070 7,070 7,070 7.025 6.906 6.856 6.826 
- 一 ， —-一 ー・-- - ---ー ，-一 — , ---9 9■• •一一 .... - -．9●l■ ---- ■-.  

伊 丹市
53 52 50 51 50 49 44 44 44 43 41 40 39 38 

2.372 2,131 1.922 1.696 1,594 1.562 l. 514 1,297 1.182 1.048 l、042 1.040 1.046 931 
ー-- - —,，•一 ---- — ,’’l— ー・l—•●, ＇ー・ •一

一...，9 ■ 9 —,.一，、 ●●, . --•—,，ー一 -——’ - -
神

宝 塚市
52 51 51 51 51 50 50 50 49 48 48 48 46 44 

5.687 5.317 4、902 4.679 4.549 4.125 3.942 3.942 3.846 3.532 3.554 3.500 3.433 3.304 
,—- - -• - - - -------------------. - - '—— - -— , -- 9 9 ---- -------
川 西市

13 13 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
255 255 232 210 213 445 466 451 455 421 406 361 347 348 

20 19 19 19 19 19 18 19 19 19 19 19 17 17 

東
明石市 722 663 683 643 618 571 548 558 493 513 528 469 447 459 ~------- ＇，ー一 ーー， -- -— —,.- - ---------------- ー・. _,―  —,- -

播 三 木市
3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
45 38 39 36 34 38 35 34 34 34 33 33 35 36 

ヒ—- - - - - - - ——,— - -— ,9 —,-——’ 9一•一，-— —,.,. -' ー・ ，．． —,.- 9 9 一 l一-----—,... ＿ 
磨

その他
4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

103 99 102 102 102 102 93 93 89 87 87 87 92 

津名町
6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 

171 130 137 138 138 135 120 119 99 96 96 83 82 68 
ヒー― - - - - - -• ー・ ー・-- —,—. - ---ーー， l• 一 - -—,- - - -— ,—,-.一•, 9 ●●9 

l——l ----
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

淡
淡路町 96 96 90 84 92 83 83 83 80 86 77 64 46 46 

1- ― - - - - - - l■• - - 99- - -． ----—- - .一• -,—— ---------- -- --
北淡 町

12 12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 l l 
2.050 2.050 2.050 2,050 2.050 2.050 2.050 2,050 2.050 1.230 1,230 1.230 1.230 1.230 

L- - - - - - - - ー• , . l— - -■  —,— 9 9 
l一・― ― ----•一 l一 ，一 ー ， ■• 

一 宮町
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

361 390 390 322 354 279 272 301 359 372 348 339 330 328 ~ - ---- - - ー・一—9 -------- ー，＇ ー•一，999 ---- ---ー・・一一 --
五 色町

4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 ， ， ， ， ， ， ， 11 11 11 13 13 13 13 
路

L- - - - - - - - --- - l—— --- —，一，．． ----- -—-, _, -
10 ， ， ， ， ， ， ， ， 8 8 8 8 8 

東浦町 128 125 125 125 125 125 125 125 125 122 122 102 102 102 
I.- - - - - - - -

•,— ー・＇， 一 9, —, 9■- ,. — —，■"—— ----- -— ,9, ----—, — 

その他
3 3 2 2 3 3 2 l l l l l l 
3 3 2 2 3 3 2 l l l l l l 

計
1.037 1.027 l.018 1.019 1.033 1,029 1.003 1.003 996 995 989 987 975 970 

260.698 257.512 250.067 246.557 246.871 239.271 230.651 227,560 226.122 223,919 222、564 222,528 218,724 215,745 



避難者数の推移(3) 〔上段 ：避難箇所数下段 ：避難者数〕

瀕7罰萬袴齢

日付
2月158（杓 2月16日（杓

2月17日倹） 3月17日 4月17日 5月17日 6月17日 7月178 8月17日 9月178 10月17日 11月178 12月18日 1月178
市町名 lヵ月目 (2ヵ月 目） (3ヵ月目）(4ヵ月目）(5ヵ月目）(6ヵ月 目）(7ヵ月目）(8ヵ月目）(9ヵ月目） (10ヵ月目）(11ヵ月目） (1年目）

神 戸 市
526 528 527 442 391 361 314 283 222 (103) (82) (70) (60) (40) 

182,549 182,241 l77 ̀  462 62,669 42.330 31.132 21,609 16.748 8,491 (2.818) (1,884) (1,354) (1,042) (758) 

尼 崎 市
79 79 78 69 57 11 

4.123 4.020 3.981 1.787 848 252 
ト—- - --- - ー，．---一 ＇一， -- ----●--— , 9 9● ● ー，ー一 -- l—, ,—- - ー・ --
西 宮市

155 155 155 134 109 100 64 49 (31) (6) 
阪 14,800 14,700 14,400 7,337 4.576 3,356 1,285 821 (181) (19) 

...... -------_,—- - 99 -•一l 一--— -- 9，ー・ -.——, •一 — ,.. •-—-• ,—• • •—-..., ● 9, ． 

芦 屋 市
51 50 51 42 39 21 1 

5.569 5,540 5.413 2會 960 1,799 464 43 
1, - - - - - - - -一 ----ー， 99

l一---一 -- -- ---—,—. --•-,— 
伊丹市

38 39 39 24 15 
898 897 824 253 112 

ト—- -- -- - —,—- ―-・ • l一・ • ー・—― --.ー'’’ ●●-. •,— --- ---＇ー ●●. - -
神

宝 塚市
43 43 43 40 27 7 

3,093 2,748 2,556 1.533 801 76 
1-- - - - - - - - ---- ーー， l-• 一 ．．． ・一 ，．．． ーー・ - ----•一．．， ,— —,- - - — , 9, — --- -

川 西市
11 11 11 8 

348 364 298 109 

明 石 市
17 17 15 10 

東 403 415 237 186 
ト—-- ----- ----—,-,—— 一.- - — ’ ’ ’ l  •一 --•一一9 ー・ ， ー·—,． ----. —, l ■ , •一 --- ，ー一 ー ・・99 ■,• 一l

播 三 木市
2 2 2 

36 35 23 
.,__ ---- --- ---- ■•一•一· •一， ,— - -•一'’ ’—, 9—, ---—,- - - ----

磨
その他

3 3 3 
88 91 86 

津名町
4 4 4 l 
68 61 53 5 

ト— - ---- -----•—- -- 9 ■ -ー・，一l
9,  9, ---- 一9, —— ——,— ——, 

淡 路町
3 3 3 

淡 43 47 47 
--------—••一， —,—•一， ——,—— ―’’’ _,— - -—,- •一，． ー，一 9 99—,... ,—— ’——, l― - — 
北淡町

11 11 11 7 1 
933 933 933 493 

゜'-------- 9, 9 9 9 9 -- -一 -- -- 9 - -•一 -- 9 9, — •—- - .，一9 ●● •一. ——, ー••- -
一宮 町

6 6 6 6 
309 305 297 130 

← --- - - - - ——,—9 , ——’ --●-ー・99 ● -- ー・ 一 ---. 9,., ―. ---- --・一 ’―•一

五 色 町
5 6 3 2 
16 15 8 6 

路
トー― - ---- -—,— -- - _,—- -• 9, —— ■• -..—- ---•, 9, — -- ,.. ——,,— ,— 

8 8 8 4 
東 浦町 102 102 102 29 

I—- - ---- - ’’― 9, —— -一.-.一• ■- -・---_, —— ．，一9 --- -—,—— ー・l
9 , ― 

そ の他
1 1 
l l 

計
964 966 959 789 639 500 379 332 222 (31) (109) (82) (70) (60) (40) 

213,379 212,515 206.720 77.497 50.466 35,280 22,937 17.569 8.491 (181) (2.837) (1.884) (1.354) (l. 042) (758) 
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※ lヵ月目以降の数字は当日の夕方集計したもの。
8月以降の西宮市及び神戸市の（ ）書きは、災害救助法対象外避難所及び避難者数。
出典 「阪神 ・淡路大旋災一兵庫県の 1年の記録」（兵庫県）より
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5 震災日誌
簾 災 8

 
誌

日付 地

（朝日新間より）

梃

・午前 5時46分、兵庫県南部を中心に都市直下型地捉が発生。気象庁によると、地旋の規模を示すマグニチュードは7.2。袋源は淡路島北端（北緯34度36分、東経135度03分）で、深さ

は約20km（その後約14kmに修正）。

・午前 5時55分、大阪管区気象台が初めて地捉情報を流す。神戸で捉度 6（烈袈）。 3週間後の 2月7日、気象庁は現地潤査にもとづいて観測史上初の 「?3度7（激碇）」と認定した。

• 気象庁は「平成 7 年( 1995年）兵匝県南部地渓」と命名。 政府は 2 月 14 日「阪神 ・ 淡路大徒災」と名付けた。．朝日新聞社は、首都圏に次ぐ人口過密地を震度 7 の激従が製い、市民生
活やr産業活動などに壊滅的な被害を与えた実態を踏まえ、 1月23日付紙面から「阪神大震災」の名称を使うようになった。

被災者 し 国 ・ 自治体教

・兵庫県を1こよる初めての被害状況の発表 ・地震発生直後、阪神全域で100万世帯が停 • 7時に兵廊県、 9時に神

では、死者8人、生き埋め189人以上、行 電。 戸市が災害対策本部設骰。

方不明者33人(9時20分現在）。23時45分 ・大阪ガスは神戸市を中心に42万5000戸で 北淡町、伊丹市、兵血県

のご察庁発表では死者1590人、行方不明 供給を停止(11時50分）。 などが自衛隊に出動要請。

者1017人、負似者6334人。その後も日数 • 福祉施設では兵匝県内の696施設が全半壊 それと共に食科を学校な

がたつほどに死者、行方不明者は増えた。 したり一部損壊する被害を受け、入所者 どに配布し、給水活動に

1カ月後の 2月16日には死者は5376人。 の64人死偽が同県の綱査で判明。 入る。

朝日新聞が年代別に集計した結果、70歳 • NHK がFM て安否情報を流す。 ・政府は午前の淵議で小沢

以上のお年寄りは全体の 3分の 1を占め、 深国土庁長官を本部長と

最も多い60歳代も合わせると、高齢者の する「非常災害対策本部」

割合は 5割を越えた。兵廊県野のまとめ を設骰。地従に関する記

だと、死者のうち89％が家屋、家具類の 者会見は兵府県が15時45

銅壊による圧迫死、窒息死。二次災害と 分、官邸は16時より開か

いえる火災による死者は10%。 れる。小沢長官はヘリコ

プターで現地視察後、兵

駆県庁で記者会見。原生

省は神戸市に災害救助法

の適用を決定する。

育 交 通

1

月

17

日

・阪神甜速が神戸

市や西宮市など

各地で崩壊し、

名神邸速、第 2
神明、中国自動

車迫も通行止め。

• 新大阪ー西明石
lt]の底架橋 9カ

所が損壊した山

陽新幹線や東海

道新幹線、 JR各

線、他の私鉄、

地下鉄が述転を

見合わせる。

・神戸市営地下鉄

では日本で初め

て地下トンネル

の支柱に損俗が

認められた。

社会一般

・社会党の山花貞

夫前委員長らは、

前日衆参両院談

貝30人が参加す

る新会派「民主

連合 ・民主新党

クラプ」の結成

を決めた。 この

日は社会党執行

部に会派維脱届

を提出したが、

阪神大袋災で政

治休戦に。

・死者2679人、行方不明者891人(22時45分 ・断水地域が広がり、神戸市では228万9000
現在、朝日新聞調べ）。 19万人が避難した。 人に影蓉。

・神戸市東涯区で LPGガスが漏れ、住民7
I 

万人に避難勧告が出された。

18 | ・淡路島の北淡、 一宮両町で合同葬儀が営

まれる。

日

・地袋対策関係OO僚会議が

開かれ、自衛隊、舒察約

4万人の派造を決定。救

助活動が本格化し、 1都

2府18県の163消防本部

から合計1245人が現地へ

向かう。

・企業と大学の代

表でつくる就職

協定協議会特別

委員会は95年度

の就職協定につ

いて、会社説明

会を 7月、選考

開始を 8月、内

定開始を10月に

すると決めた。



日付 被 災 者 姪 ら し 教 育 交 通 I社会一般

19
日

• この日、死者が4087人にのぼり、戦後最•I • NTTが83カ所に臨時電話を設造。近畿2

大だった福井地従(1948年）の死者数を上 府 4県ではかかりにくい状況が続く 。

回る。

20
日

国・自治体

・村山富市首相と土井たか

子衆議院議長が神戸市な

ど現地を視察。許察、消

防、自衛隊の動員数は約

2万2000人。

・村山首相は阪神大震災の

担当相に小里貞利北海

道 ・沖縄開発庁長官を指

名。

• 第132通常国会の施政方

針演説で村山首相は、阪

神大袋災の災害復旧や被

災者救済に全力をあげる ．

決意を示した。

・政府、現地対策本部を兵

痙県庁内に設置。

• JR東海道線は尼

崎一甲子園口問

で運転再開、阪

急宝塚線は全線

再開。

・東海道新幹線京

都 一新大阪問が

復旧。JR西日本

は山陽新幹線の

開通は 6月初め

の予定と発表。

・阪神高速は堺、

西大阪線が開通。

21
日

・倅電はほぼ全域で仮復旧する。

瀕
7
慟

〗
益
朧

23
日

・屯井静香運輸相

は成田空港問題

に関して謝罪の

文杏を、空港用

地内に土地を持

つ反対派農民に

配った。

・休校していた兵

庫県内の小中高

校のうち新たに

18激が再開。こ

れでほぼ半数の

学校が登校可能

に。

・束海道新幹線束

京一新大阪問は

平常運転に。 JR

福知山線は塚口

一宝塚間が復旧

して全線開通。

阪急伊丹線塚口

一新伊丹間が開

通。

・阪神高速は淀川

左岸線が開通。

• JR山賜線須磨一

西明石間、阪急

今津線門戸厄神

ー今津間が開通。

JR西日本、阪急、

阪神は西宮一神

戸三宕問の代替

パスの運行を始

める。

・阪神高速湾岸線

嗚尾浜一尼給末

広問の上りが開

通。

・笈災による 日本

経済の先行き不

安が広がって、

東京株式市場第

1部の平均株価

はほぼ 1年ぶり

に 1万8000円台

を割り込んだ。
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290 

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自治体 教 脊 交 通 社会 一 般

・避難所生活30万7000人、死者は5062人に ・被災地全体で断水63万世帯、ガス停止85 ・政府が激甚災害法による ・笞視庁は歌手長

増えた。 万6000世帯。 激甚災害指定を閣謡決定。 渕剛容疑者(38)
24 ・陸上自衛隊が神戸港に簡易浴場 「陸自第 被災者救済、生活再建、 を大麻取締法違
日

3師団みうら温泉」を開設。 復旧を財政的に支援する 反容疑で現行犯

措骰。 逮捕した。

・断水は神戸市約60%、西宮市80%、芦屋 • JR康海道線甲子 ・社会党は新党結

市ほぼ全域、 宝塚市40%、明石、伊丹の 園ロー芦足間が 成問題を論議す

両市は約30%。総計で約63万世帯にのほ 開通。 るため 2月JI日
る。 ・阪神裔速閉状線 に予定していた

25 
が復旧。 臨時党大会を、

日
旋災への対策を

優先させるため

当面延期する方

針を固めた。

・中央防災会議（会長 ・村 ・阪神本線の甲子

26 山首相）は、地域防災計 園一斉木1闊、武
日 画の基本となる国の防災 痙川間が復旧。

基本計画見直しに滸手。

・神戸市で仮設 ・公営住宅への入居申込み ・中国自動車道が

27 が始まる。受け付け数は仮設住宅2000戸、 一部対面通行、
日 公営住宅689戸。 初日の応慕数は募集戸数 速度制限付きな

の約7倍。 がら全線開通。

28 ・兵廊県菩と自衛隊 1万5000人で行方不明
日 者の一斉捜索。死者は5092人。

29 ・自衛隊を中心とする救助活動が人命救助 • 伊丹市で仮設住宅の入居抽選を始める。
日 から生活支援、復典などにも向けられる。 624戸の募集に対して希望者は1340人。

・兵廊県は復興にかかる都 • JR山協線神戸一 ・米スミソニアン

市甚盤整備事業幾を 8兆 須磨間が運転再 航空宇宙博物館

5518億円と推定、国に財 開。神戸の中心 が戦後50年を記

政支援を求める。 に福車が入る。 念して「原繰展」

を企画していた

30 が、退役軍人団
日 体や議会が強く

反発。同博物館

は事実上の中止

を決めた。



瀕7鶴寧益朧

日付 被 災 者 姪 ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会 一 般

・天皇 ・皇后両陛下が兵廊県入り 、被災者 ・阪神高速池田線

を見舞う 。 は全線、名神高
31 

速は吹田一豊中日
間がそれぞれ開

通。

• 名神高速上り尼
椅ー型中問が開

通。

• 山賜新幹線新大
2 阪一姫路間の忘
月

架橋の柏脚や支1 
日 柱約700本が折れ

たり、亀裂が入っ

ているのがJR西

日本の調べで判

明。

・被災して他の公 ・阪神高速道路公

立学校に転校し 団は阪神忘速神

た児童、生徒が 戸線の柏脚1175
累計で2万573人 本中、損傷を受

にのぼることが けたのは611本で、

2 文部省の謁べで うち約150本の撤
日 判明。内訳は幼 去が必要との調

稚園859人、小学 査結果を発表。

校 1万7187人、

中学校2349人、
高校149人、百学

校など29人。

• 伊丹市の断水が全面復旧。 これで断水は • 国道176号の十三
3 

神戸、西宮、芦屋、宝塚の各市と北淡町 大橋が全面開通。日
の計約39万2000世帯になった。

・苔察が検視しなかった犠牲者を新たに加 ・ガスが約 9万1500世帯で復旧。供給停止

えた結果、死者は5244人に。 は約76万5900世帯。

4 
日

2
9
1
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日付 被 災 者 珀 ら し 国 自 治体 教 コ日と 交 通 社 会 一 般

・阪神高速湾岸線 ・寺森、愛知、熊

の天保山一中島 本の 3県知事選

問が開通。 と、広島、北九

州の 2政令指定

都市市長選が行

5 われた。音森県

日 では新進党、公

明の推鹿を受け

た前新進党代譲

士が自民党推薦

の現職を破り初

当選した。

6 
・義援金の第 1次配分申請が神戸市、宝塚

日 市で始まる。神戸市は建物の損壊を証明

する 「罹災証明杏」を発行。

・断水29万3500世帝、ガス倅止72万5700世 ・神戸市はがれき処理のた ・神戸鼈鉄鈴闊台

帯。 めの施設を新設する方針 ー長田問復旧。
7 

・神戸市の第 1次分の仮設 ・公営住宅、2710 を固める。また、 95年度日
戸の入居者が発表された。 市税は960憶円の収入減

になることが判明。

8 
• JR東海道線芦屋

日
ー住吉間すが再

開。

・文部省のまとめ

によると、幼稚

園児と小中窃（専

修学校を含む）の

児童、生徒の死

者は346人、大学、

短大、窃専の学

10 生の死者はIll人、

ロ 学校などの教職

員の死者は34人

にのぼった。



瀕7鵡寧益薗

日付 被 災 者 な古 ― ら し 国 自治体 教 コ日 交 通 社会 一 般

• 池田市の約50世帯のガスが復旧し、大阪 ・兵庫県が「阪神・淡路従 ・阪神本線青木一

府全域が復18完了。兵廊県の復旧率はJl| 災復典計画」素案をまと 御影間が開通。
11 西市99.9%、尼崎市83.6%、明石市79.3%、 める。
口

宝塚市56.6%、西宮市21.2%、神戸市

8.3%、芦屋市0.5％など。

・阪急神戸線御彩 • 月刊ヌ ＿ ド写呉

ー王子公園間が 誌のわいせつ容

開通。 疑事件で、笞視

庁はカメラマン

の加納典明容疑

者 (52)と出版社

の社長ら 3人を

わいせつ図画阪

売の疑いで逮捕

13 した。
日 ・米大リーグのロ

サンゼルス ・ド

ジャース球団は、

近鉄を任意退団

して大リーグ入

りを目指してい

た野茂英雄投手

と入団契約を交

わした、と発表

した。

15 ・神戸市で公営を含む仮設住宅2103戸の入

日 居が始まる。

・首相の諮問機関 「阪神・ • 神戸市営地下鉄 ・袋災で被害を受

淡路復興委員会」の初会 が全線開通。 三 けたスーバー最

合が開かれる。 宮駅など被害の 大手のダイエー

大きかった 3つ は九州、首都圏、

の駅は工事中で 三重県の不採算

16 通過。 店舗10カ所を28

日 日に閉鎮するこ

とを明らかにし

た。

2
9
3
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日付 被 災 者 咎 ら し 国 自治体 教 つ目 交 通 社会 一 般

・兵匝県笞はl3人の死亡を確認し、総災に ・ガスは兵痙県で約29万5200世帯が復l日。

17 よる死者は5391人となる。 残りは5市の約56万2200世帯。

日 • 明石市立天文科学館の大時計が従災から
l力月ぶりに動き出す。

・兵庫県在は検視していなかった12人を新 ・政府は誕災の緊急復旧授

たに確認し、死者の総数は5403人となる。 を盛り込んだ 1兆223億

円の94年度第 2次補正予

算案を了承。被災者に対

する税減免措骰関連3法

案が衆参両院本会議で可

決、成立し、緊急支援策

18 
がそろった。

・兵庫県は復興策促進のた
日

め、国に規制緩和を求め

る方針で項目をまとめた。

住宅建設には海外企業の

参入、建築資材では JIS
適合外のものでも使用可

能にすること、外国製住

宅建設のため外国人技術

者の在留期間の延長など。

19 ・兵紐県苔は10人の死亡を確認し、 震災で

日 の犠牲者は54l3人に。

• JR東海道線洒一

神戸問、阪神本

線岩屋ー西宮間

がそれぞれ開通。

梃災以来34日ぶ

りに、乗り継ぎ

で大阪一 三宮間

20 
が結ばれる。

日



瀕7鵡寧益朧

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 コ円 交 通 社会一般

・兵匝県翌はこの袋災による外国人の犠牲 ・神戸市は三宮、 JR新長 • 春の選抜高校野
者166人を確認したと発表。 田駅周辺、 JR六甲道駅 球大会の選考委

周辺、御菅、森南、松本 員会は、出場校32

の 6地区計約22Jhaにつ 校を選んだ。被
21 いて、復興に向けた「ま 災地の兵庫県か
日

ちづくり案」を発表。防 らは神港学園と

災公固や建物の共同化が 育英、報徳学固

柱になっている。 の 3校が選ばれ

た。

・阪神高速神戸線を走行中 • 最高裁は、故田
被災して亡くなったト 中角栄元首相へ

レーラー運転手（当時28) の 5億円わいろ

に対し、姫路労働基準監 の受け渡しを認

瞥署は裳災では初の労災 めた 1、 2審の

と認定する。 有罪判断を維持、

・参院本会議で震災復典の 桧山広丸紅元会

基本方針と 「復典対策本 長 (85)ら 2被告
22 

部」設置などを定めた復 の上告を泰却。
日

興基本法が全会一致で可 ただ、嘱託器問

決、成立。 調害の証拠採用

は違法とした。

・中川和雄大阪府

知事が4月の知

事選に立候補し

ないと府識会で

表明。

・避難者が19万9761人と 20万人の大台を

割った。 ビーク時は 1月24日の30万人超

（いずれも大阪府、兵庫県の総計）。

23 
日

2
9
5
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日付 被 災 者 .右,.,,. 
ら し 国 自治体 教 コ1-I 交 通 社 会一 般

・兵匝県は総領2兆8099億 ・為知県宿毛市内

円の95年度当初予符案を で 4歳の幼女を

発表。淀災関連事業府は 連れ去り、 3500
4388低円で全体の15％を 万円を要求する

占める。 誘拐事件があっ

・兵匝県選管は春の統一地 た。高地県翌は

24 方選挙で、兵邸県謡選と 事件発生 7時間
日 芦屋市長選、神戸、西宮、 後に幼女を無事

芦屋の各市諜選の投票H 保設、 一緒にい

を6月11日に延期するこ た旅行会社員住

とに決めた。 谷隆 士 容疑者

(37)を身代金目

的の誘拐で現行

犯逮捕した。

・政府は従災復興を推進す ・袈災復興を最優

る「阪神 ・淡路復典対策 先した新たな交

本部」（本部長 ・村山首 通規制が始まる。

25 相）の初会合を開く。 幹線道路の車の
日 乗り入れを原則

禁止。新乗り入

れ許可証の発行

を抑えた。

• 西宮市と芦屋市で合同慰虚祭が営まれる。
会場には造族ら計4350人が参列。

・皇太子ご夫要は神戸市の避難所を訪れ被
26 災者を激励。
日

• 在日本大韓民国民団主催の 「阪神大従災
犠牲同胞合同慰盆祭」が神戸市中央区で

営まれた。

• 東京協和、 安全
の両信用組合は、

高橋治則 (49)、

鈴木紳介(46)の

27 両前理事長を背

日 任容疑で束京地

検特捜部と妥視

庁に告訴した。



日付 被 災 者 姪 ら し

・兵庫県己はさらに 3人の死亡を確認。袋 ・断水は 5万8256世帯。復旧率は神戸市

災での死者数は5441人。 1 ,1.5%、西宮市99.8%、芦屋市92.5%。

ガスは39万2100世帝で供給停止。復旧率

は神戸市41.9%、西宮市60.3%、芦屋市

25.3%、宝塚市86.0%。

28
日

3
月
1
日

国・自 治 体

・大蔵省は袋災復典関連の

公共事業を95年度に 1兆

2000億円程度追加する方

針を固めた。財源は建設

OO債でまかなう。

・政府は復旧事業に特別の

oo匝補助率を適用する

「特定被災地方公共団体」

に兵匝県と同県の神戸、

尼崎、明石、西宮、芦屋、

伊丹、宝塚、川西の各市

と津名郡の津名、淡路、

北淡、 一宮、五色、東浦、

の各町、 三原郡の緑町、

大阪府の豊中市を指定す

ると決めた。

・神戸市消防局は、地袋直

後から10日間に同市内で

発生した火災は176件で、

このうち地碇当日の火災

は108件、そのほぽ半数

の53件は地従発生から午

前 7時までに出火と発表

した。

教 育 交 通 I社会 一 般

・日本で生まれ

育った在日韓国

人 2世 らが日本

での選挙権を求

めた裁判で、最

高裁が「憲法は、

国内永住者ら自

治体と密接な関

係をもつ外国人

に、法律で地方

選挙の選挙権を

与えることを禁

じているとはい

えない」という

初めての窓法判

断を示した。

・阪急甲賜線夙川

ー甲隔園間、阪

神本線西灘ー岩

屋問が開通。

・大阪市内の碇災による被

害額は、民間を含めて約

870倍円にのぼることが

同市の調べで分かった。

瀧
7

慟

謝

来

繭

2
日

・大気汚染に苦し

む大阪市西淀川

区の公害病認定

患者たちが企業

10社と国、阪神

高速道路公団を

相手取って起こ

していた 「西淀

川公害訴訟」は、

企業側が総額39

低9000万円の解

決金を支払い、

公害防災対策に

努力することな

どによって和解

が成立。

2
9
7
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日付 被 災 者 .在p,． 
ら し 匡l 自治体 教 育 交 通 社会 一 般

3 ・兵庫県の避難者数が初めてlO万人を割り、

日 9万9913人になる（同県閤べ）。

・兵庫県は、震災の負傲者 3万4900人、側

壊家屋17万1481棟と発表。

• 在日本朝鮮人総連合会兵庫県本部の被災
4 

同胞救援対策委員会主催の「阪神 ・淡路
日

大捉災犠牲同胞追悼式」が神戸市長田区

で、明石市では市民19人の慇益祭が営ま

れる。

・神戸、尼崎、宝塚の 3市でそれぞれ市主
5 

催の合同慰微祭が営まれ、迫族ら計約7800
日

人が参列した。

・裳災直後に神戸市内のデバートから、裳 ・誤災で阻壊した家屋のが ・日本下水道事業

金屈類 1億4000万円相当を盗み出した 4 れき約1300tの処理に 2 団発注工事の入

人組を逮捕したと翌視庁浅草署が発表。 年以上かかることが、兵 札談合事件で、

廊県の再調査でわかる。 公正取引委員会

は大手電機メ ー

カーなど 9社を

独占禁止法 3条

6 
違反（不当な取引

日
制限）の疑いで刑

事告発する手統

きを取った。 8
日、これを受け

て束京地検特捜

部は 9社と同事

業団本社などの

家宅捜索を始め

た。

• 円相場が、ニュー
ヨーク外国為替

市場、東京市楊

ともに、戦後初

7 めて 1ドル＝90
日 円を突破。



瀕7偏萬担朧

日付 被 災 者 姪 ら し 国 自 治体 教 ＝ 月 交 通 社会 一 般

・神戸市内で避難所経らしをしている世帯 ・神戸市は95年度当初予算

の半数以上で家族が疲労感を槌え、家族 案を発表し、渓災関連事

8 全貝が元気という世帝は 4％に満たない 業技として一般、特別両
B ことが、神戸大工学部の室崎益輝教授ら 会計で9129億円を計上、

の鋤査で分かった。 予算案全体の約33％を占

める。

・神戸市民祭協会は、 5月に行う予定の 「第 ・捉災で失われた住宅の再

25回神戸まつり」を市民感情への配慮と 建築について兵庫県は、， 会場の被災により、中止を決定。 95年度から 3年間で12万
日 5000戸の住宅供給を目指

す 「ひょうご住宅復興3

カ年計画」案を発表した。

・兵庫県は震災で壊れた分

譲マンションの再建促進

のため、マンションの敷

地を買い取って長期の定
10 

期借地契約を結ぴ、その日
代金をマンションの再建

資金にする「被災マン

ション建替支援制度」の

創設を決めた。

・兵胞県公安委員会が歴災の復典車両向け

に発行した 「復興標章」を偽造し、無許

可車両の通行が禁止されている国道43号
II 

を通行したとして、兵廂県をは尼崎市内
日

の運転手(50)を道交法違反の疑いで摘発。

標章の偽造使用摘発は 2月25日の新交通

規制後初めて。

• 秋篠宮ご夫妻は大阪市此花区や豊中市を ・神戸市中央区の中華街・南京町で 「復活

訪れ被災者を見舞った。 宣言の催し」が開かれる。 9日にライフ

ラインが完全復18していた。

12 
日

2
9
9
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日付 被 災 者 -なt•; ら し 国 自治体 教 コ日 交 通 社会一般

・兵即県苔は 4人の死亡を確認、死者の総 ・阪急神戸線王子 ・武村正義蔵相は、

数は5480人に。 公園一三宮問が 高橋治則 • 前束

開通。三宮では 京協和信用組合

JR西日本、阪急、 理事長の自家用

阪神の鉄道 3社 機で香港旅行を

がそろったのは していた田谷広

55日ぶり。 明 ・東京税関長
13 

を訓告処分にす
日

るとともに官房

付に更迭、会合

などの交際が

あった中島義

雄 • 主計局次長
も訓告処分とし

た。

• この袋災で身体阻害者と知的障害者が少 ・兵匝県の阪神・淡路大捉

なくとも120人亡くなっていることが、兵 災復興本部（本部長・貝
15 庫県のまとめで明らかに。 原俊民知事）が正式に発
日

足し、第 1回の本部会議

を開催した。

・兵庫県都市計画地方審議 ・ 東京協和 • 安全
会は、碇災の復典策とし 両信用組合の乱

て神戸、西宮、芦屋、宝 脈経営 ・救済問

塚の各市と北i炎町の 5市 題で、参院予算

町が策定した都市計画案 委員会が日本長

について原案通り可決、 期信用銀行の堀

貝原知事に答申した。翌 江鉄弥頭取と三

17日、兵匝県と神戸市な 瓜野康 ・前日本

ど関係市町は同案を答申 銀行総裁を参考

16 通り決定し、告示。 人として招いた。

日 • 水道が仮復旧し、 医療へ

の支援要諸もなくなった

ことから、自衛隊中部方

面総監部は被災地から近

畿地区以外の部隊を引き

揚げると発表。隊貝の総

動員数は 1万6500人から・

1万6000人になる。



湘7慟寧益薗

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 つ円 交 通 社会 一 般

・神戸市の水道笞の漏水が推計で1:1恒 II万 ・神戸市は震災復興を計画

t Iこのぽることが市水道局の調ぺで分か 的に進めるため、袋災復

る。この盈は市民28万5000人分の 1日の 典緊急整備条例に碁づき

平均使用蛍に相当する。 市内の被災地24地域計

・兵廊県教委のまとめによると、袋災で県 1225haを「重点復典地

内の国指定文化財546件のうち、建造物29 域」に指定した。

17 件、美術工芸品 5件、史跡 7件など計43 ・全壊した被災マンション

8 件の被害が判明。 また、神戸市内の伝統 の再建を区分所有者の

的建造物34件すべてが被害を受けた。 「5分の 4」以上の賛成

で決議できることなどを

柱とした 「被災区分所有

建物の再建等に関する特

別措笹法」が衆参両院で

可決、成立した。

・純国産大型ロ

ケット H2の 3号

機が鹿児島県の

宇宙開発事業団

18 
種子島宇宙セン

日
ターから打ち上

げられ、静止気

象衛星「ひまわ

り5号」 と無人

宇宙実験室を予

定軌道に乗せた。

• 朝の通勤ラ ッ
シュ時間帝に東

京都内の営団地

下鉄日比谷線、

丸ノ内線、干代

田線の計 5本の

20 
電車で、車内に

日 持ち込まれた不

審物から猛塀ガ

スのサリンが発

生。乗客や駅貝

ら10人が死亡し、

5000人を超す重

軽症を出す惨事

になった。

3
0
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日付 被 災 者 な.，9,・ ら し 匡l 自治体 教 コ日 交 通 社 会 一 般

・兵匝県警は復典対策を円 ・苔視庁は約2500
滑に進めるため、新たに 人の翌察官を動

r災害対策課」を設置。 員して、東京、

替視庁に次いで全国で 2 山梨など25カ所

番目。 のオウム真理教

関連施設の一斉

家宅捜査に着手

した。直接の容

疑は、東京都品

22 
JII区で公証役場

8 
事務長の男性が

拉致されて行方

不明になった事

件に関する逮

捕・監禁容疑

だぇ上f九召娯色，山梨
県 一村の

施設からは、サ

リン製造に必要

な化学物質が多

数発見された。

・裟災直後は住民の避難所となり、休園し ・東京、大阪など13
ていた神戸市灘区の市立王子動物園が再 都道府県の知事

23 開。 選が告示され、
日

統一地方選が始

まった。

・霰災の被災者救済を目的

とした国税、地方税の減

免に関する 2法案が衆参

両院本会議で可決、成立。

渓災関連で当面の立法措

置となる16法案がすべて

24 成立した。

日



沸7棘軍益薗

日付 被 災 者 な古 ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会 一 般

• 第67回選抜高校
野球大会が開罪。

開会式は碇災被

25 害を配慮して、
日 選手たちの入場

行進や場内一周

をやめるなど、

簡素化された。

・兵庫県芦屋市議会は裳災

復興事業などを盛り込ん

だ、市提案の95年度一般

会計予算案を否決。30日、
27 

市議会は臨時識会を開き、日
被災者対策費25億2000万
円を増額修正した新たな

予算案を審識、賛成多数

で可決した。

・三菱銀行と東京

銀行は、早けれ

ば年明け、遅く

とも96年 4月を

28 めどに合併する
日 ことで基本合意

した、と発表。

新銀行の預金嚢

は52兆円に達し、

世界最大になる。

・神戸市議会は総額 1兆 ・参院予算委員会

2986倍1000万円に上る阪 は高橋治則 • 前
神大従災復旧・復興関連 東京協和信組理

予算案などを原案通り可 事長と堀江鉄

決。 弥・日本長期信

29 用銀行頭取を証

日 人喚問。30日、

衆院予算委貝会

は三重野康•前

日本銀行総裁と

堀江氏らを喚問。

3
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日付 被 災 者
.,,,. 
在 ら し 国 ・自治体 教 育 交

30
日

通 I社会一般

• 国松孝次・苔察
庁長官(57)が東

京都荒川区南干

住の自宅前で、

マスク姿の男1こ

腹部などを撃た

れ、 3発が命中、

大けがをした。

男は自転車で逃

走し、苔視庁は

総合苔備本部を

設置。

31
日

・裳災の犠牲者について大阪、兵痙両府県

笞は新たに 2人の死亡を確認し、これで

死者は兵痙県内5478人、大阪府内2l人、

京都府内 1人の計5500人となった。

・宝塚歌削団は裳災で被害を受けた、宝塚

市の宝塚大削場で、 2カ月半ぷりに公演

を再開した。星組のトップスターになっ

た麻路さきさんのお披露目と煎なる公派

「国様のない地図」で、立ち見を含めファ

ン約2500人が見入った。

• I月23日から24時問態勢

で被災者の診療にあたっ

ていた自衛隊第3師団第

3後方支援隊術生隊救設

班が、駐在していた神戸

市灘区の稗田小学校から

撤収した。

・復興支援の「阪神 ・淡路

大捉災復典基金」（理事

長・貝原俊民兵廊県知

事）が設立された。第 1

回理事会で県4000憶円、

神戸市2000憶円の運用益

を活用して、今後10年間

で計2345憶900万円にの

ぼる事業の実施を決定。

4
月
1
日

• JR東海道線の住

吉一灘問が復旧

し、同線は前線

四通。大阪一神
戸問が74日ぶり

鉄迫でつながっ

た。

・兵血県荏はこれ

までの交通規則

を緩和、国逍43

号と阪神忘速神

戸線の規制終了

時間を 2時間繰

り上げ、湾岸線

は終日規制から

時間規制に。



瀧7鵜寧益朧

日付 被 災 者 .在；；・ ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会 一 般

・兵庫県公館に設置されて • JR東海道新幹線 • 愛知県西尾市東
いた政府の現地対策本部 の京都一新大阪 部中学 2年の大

が廃止を決めた。 間で徐行運転中 河内消輝君（当

の 「ひかり」 「こ 時13)がいじめ

だま」が平常運 を受けていたと

転に。 いう造密 を残し

て自殺した事件

4 で、名古屋家裁
日 岡崎支部は同中

の生徒 4人の非

行事実 （恐喝な

ど） を認定し、

3人を初等少年

院に、 1人を教

渡院に送る決定

を言い渡した。

・兵庫県内の避難者が、 5万9947人と6万 〈文化〉
人を割ったことが県のまとめで分かる。 ・日本建築学会近

畿支部によると、

兵庫県、京都府、

大阪府にある歴

史的建造物1211

5 件のうち、約 4
日 割が何らかの被

害を受けていた

と判明。全壊154

件、半壊100件、

部分的破損218件

の計472件が被害

にあった。

・警視庁は東京都

港区の雑居 ピル

の地下駐車楊に

無断で立 ち入っ

6 たとして、オウ
日 ム真理教の男性

信徒 3人を建造

物侵入容疑の現

行犯で逮捕。

3
0
5
 



306 

日付 被 災 者 1そ9ド ら し 国 自 治体 教 脊 六メ、 通 社会 一 般

・断水120世帝。復旧率は神戸市99.98%。
7 ガス供給停止9250世帯。復旧率は神戸市
日

97.7%。西宮市99.6%。芦屋市99.1%。

• JR山陥新幹線は、

捉災後81日ぶり

8 に全線で運転を

日 再開。「列車の大

動脈」が復活し

た。

・統一地方選前半

戦の知事選で、， 東京都は粁島幸
日 男氏、大阪府は

横山ノック氏が

当選。

・大阪ガスの領木新一郎社長は 「被災地全 ・阪急證鉄は95年

域で復旧工事を完了 した」と発表。地渓 度 3月期決算の

直後に供給停止 した約85万7400世帯のう 業績見通しを下

ち、11日までに家屋が側壊したり焼けた 方修正。黒字予

りした約15万2500世帯を除く 、約70万4000 想から一転、復
11 世帯が復旧した。残りの約1000世帯はが 旧骰用など特別
日

れき等で工事が困難。 損失を織り込ん

・収益金を復典財源に当てる 「阪神 ・淡路 だ当期損益は67

大袋災復興宝 くじ」が全国で発売開始。 億円の赤字に。

災害復興のための宝 くじ発売は全国規模

では始めて。

• 神戸市の人口が 4 月 1 日
現在で148万6127人と、

2年ぶ りに l50万 人を

割ったことが隣査で分

かった。

12 
日



日付 災

13
日

被 者
.1..,． 
在 ら し 国・自治体

・兵匝県は従災による死者

約3600人の死因隣査結果

を中間集計し発表。直接

の死因は圧死が8割近く

を占め、うち約7割が窒

息、 1割強は内蕨損楊

だった。また裳災後の火

災による焼死が全体の 1
割以上にのぼることも確

認。

教 育 交 通 I社会 一 般

・震災で神戸港な

ど被災地の全倉

庫の約 4割が全

半壊し、被害額

は約960億円にの

ぼることが遥輸

省神戸海運監理

部の調べで判明。

・神戸市東灘区で女性の逍体が発見され、

これで渓災の様牲者は総計5502人となっ

た（醤察まとめ）。

14
日

・政府は急進する

円商対策として、

95年度補正予算

案での赤字 ・建

設国債発行、規

模緩和推進計画

の前倒し、円高

差益還元と公共

科金引 き下げ、

中小企業への新

たな低利融査制

度設置、などを

決めた。

・日本銀行は、す

でに史上最低水

準にあった公定

歩合をさらに

0.75％引き下げ

て、年 1%とす

ることを決め、

即日実施した。

瀕
7

蜀

寧

益

朧

18
日

・神戸市の上水道が市の全域で復旧した。

同市水道局によると、漏水は配水益の約

3 ％に当たる日址約 1万6000tとみられて

いる。
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日付 被 災 者 な•I芍→ ら し 国 自治体 教 脊 交 通 社会 一 般

・東京外国為替市

楊の円相場は 1

ドル＝80円を突

19 破し、これまで
日 の戦後最窃値を

更新、 一時、 79

円75銭まで進ん

t!. ヽ0

• 神戸市須磨区の市立須磨海浜水族館では 、 ・評視庁などによ

魚類約 1万1000匹が死ぬなど大きな被害 るオウム兵理教

を受けたのがこの日 、営架を再開。全国 に対する捜査は

の水族館などから魚類の寄脱があり 、飼 読き、教団の非

育数はほぽ従災前の状態に戻った。 合法活動を担う

・ 20 実行部隊の最高
日 費任者とされる

「建設省」 トッ

プの早川紀代秀

容疑者を建造物

俊入の疑いで逮

捕。

・距災で被害を受

けた神戸市内の

公立小、中学校

の児童、生徒数

21 が新学期を迎え
日 て、昨年より約

8400人減ってい

ることが同市教

委の調べで分

かった。

・袋災からの復興計画を検

討する神戸市の復興計画

審議会の初会合が開かれ、

会長に発天義久 ・神戸大

22 名登教授（建築学）を選
B 出。今後の運営方針など

を決めた。



瀕7朧寧泣朧

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 コF 交 通 社会 一 般

・被災地の宝塚、伊丹、明 ・統一地方選後半
石の各市で市議会談貝選 の市区町村の首

挙を行う。投票率は宝塚 長、議員選が投
市45.3%、伊丹市52.56% 開票された。86
で過去最低、明石市は の市長選のうち
47.60％で過去最低の前 政党の推態がな
回並みだった。 い候補3J人が当

選し、与野党相

乗り候補の32人

当選に迫った。

23 
平均投票率はど

日 の種別の選挙も

戟後最低だった。

• オウム呉理教「科
学技術省」 トッ

プの村井秀夫氏

(36) が、右炭

を名乗る徐裕行

容疑者 (29) に

包丁で剌され死

亡。多数の報道

陣の前での凶行

だった。

・震災で全半壊または全半焼した兵庫県内 ・被災者への毅援金管理の ・阪神地区被災私

の住宅は20万162棟、 41万5659世帯にのぼ ために兵廊県、神戸市、 立大 ・短大連絡
ることが同県災害対策本部の集計で分 日本赤十字兵府県支部な 会 (40校）は、

かった。 どでつくる「兵庫県南部 震災によって被

地震災害義援金募集委員 災した学校は39

会」が配分の最終計画を 校で被害総額は

まとめる。義援金不足の 約368億4000万円

恐れから、持ち家再建助 にのぼると発表
24 成は取りやめた。 した。
日
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日付 被 災 者 古な ら し 国 自治体 教 コFl 交 通 社 会 一 般

・臨海副都心を舞

台に96年 3月に

開硲する予定の

世界都市栂党会

について、音島
26 

幸男東京都知事
日

は開催を中止す

ると決断した。

知事は拇覧会中

止を選挙公約に

掲げていた。

・労働省は被災地の扉用状況をまとめた。 ・被災地に派造されていた ・社会党は中央執

それによると、被災で失業するなどして 自衛隊が全面撤収。100 行委員会で、「民

求臓活動をした人は兵庫県以外で求脇し 日間での派遣人員は延ペ 主リペラル新党」

た人も含めて 3万2134人にのぼり 、内定 約210万人1このぼり、伊 構想の具体化を

取り消しになった新卒者は79社397人に達 勢湾台風 (1959年）の74 テーマとする臨

した。 万人を上回った。 時党大会を 5月

27日に開催する

ことを決定。山

花貞夫前委員長

らの「新党準備

会」は、社会党

所屈議員の会合

で、独自の新党

結成は不可能に

27 なったとして、
日

解散を決めた。



瀕7鵡萬深薗

日付 被 災 者 在百 ら し 国 自治体 教 育 、x.'． ‘ 通 社会 一 般

• オウム真理教顧

問弁蔑士の百山

吉伸容疑者 (35)

が、名営棄損の

疑いで逮捕され

た。
5 ・村山首相は就任
月

後初めて中国を3 
日 訪れ、北京で江

沢民国家主席や

李鵬首相と会談

し、過去の戦争

について「深い

反省の念」を表

明。

・政府は臨時閣議

で、総額2兆7261

憶．円の95年度補

正予算案を了承

した。阪神大器

災の復旧復興と、

10 関連の全国緊急
日 防災対策に歳出

全体の 8割超を

配分するほか、

円商対策や翌察

捜査体制強化費

などを盛り込ん

f~: o 

・復興に向けて民問の意見 ・中西啓介元防衛

を集約する阪神・淡路袋 庁長官が、長男

災復興計画策定調査委員 (25)が大麻取

会の初会合が神戸市の県 締法違反容疑で

公館で開かれる。 笞視庁に逮捕さ
11 

れたことに対す日
る 「けじめ」と

して、衆院議員

の辞脇願を提出。

12日、衆院が許

可した。

311 
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日付 被 災 者 在-,,,• ら し 国 自治体 教 脊 交 通 社会 一 般

・中国政府は94年

15 10月以来、通算42
日 回目の地下核実

験を実施した。

・東京 ・新宿の都

庁 7階の知事執

務室隣の秘密室

で、音島幸男知

事あての郵便物

が燥発、開封し

ていた知事秘杏

担当の内海正彰

さん (44)が大

けがを負った。

• も視庁は地下鉄
16 サリン事件で、
日 オウム真理教幹

部らにサリンの

製造、パラまき

を指示するなど

中心的な役割を

果たしたとして、

教団代表の麻原

彰晃＝本名、松

本智津夫＝容疑

者 (40) を殺人、

同未遂容疑で逮

捕した。

・筏災の復旧 ・復典費を盛

19 り込んだ95年度補正予算
日 が参院本会議で可決、成

M-』 o 

・中止にな った神戸 まつりに替わり 、復興
21 

を願って催された 2日間の「神戸 5月ま日
つり 」が閉福。

• 西宮市が被災者用仮設住宅の入居を先着

24 穎と掲示。受付場所に被災者が殺到し、 100

日 人以上が徹夜態勢で列をつくる。



瀕7躙富益朧

日付 被 災 者 牲 ら し 国 自 治体 教 育 ブメて- 通 社会 一 般

• 豊中市は避難中の全世帯
に応急住宅を提供できる

26 
めどが立ったため、避難

日
所を 6月4日で閉銀する

と発表。

• 関西私鉄大手の ・総務庁が発表し

95年 3月期決算 た 4月の完全失

が出そろった。 業率 （季節調整

近鉄、京阪、南 済み） が、 1953
30 

海が減益、阪神 年の調査開始以日
は阪急とともに 来最悪の3.2％と

当期損益が赤字 なった。 これま

になった。 では円高不況の

87年 5月の3.1%。

・米大 リー グのロ

サンゼルス ・ド

ジャー スに入団

した野茂英雄投

6 手が、ニューヨー

月 ク・メッツ戦で
2 9回途中まで 2
日

安打 1失点、 6

三振を奪う好投

をみせ、 7度目

の先発で初めて

勝ち投手に。

・翌中市が避難所を閉銭、 15世帯が待機所

に移る。

4 
日

313 
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日付 被 災 者 在•I’; ら し 国 自 治体 教 脊 ブメて 通 社会 一 般

・与党 3党は、戦

後50年にあたっ

ての国会決識の

文案を決定。「侵

略行為や植民地

支配への反省」

の明記を求める

社会、新党さき

がけ両党に対 し、

自民党が譲歩し

た。 9日、衆院

本会議で新進党

6 
議員らが欠席し

日 たまま、賛成多

数で採択した。

・地下鉄サリン事

件で東京地検は

オウム真理教の

組織的な犯行と

断定、代表者の

麻原彰晃容疑者

(40)ら7人を

殺人と殺人未遂

の罪で、 9人を

殺人予備罪で、

それぞれ束京地

裁に起訴した。

・災害時は緊急車両が通れ

るように、路上の放四車

両を強制撤去できるよう

にした「災寄対策甚本法j
の改正が成立。

・地方公務員災害補伯基金， 兵廊県支部は、渓災のた
日 め戯場などで死像した兵

匝県と同県菩の脇貝計4

人を地冥によるものとし

ては初めて公務災害と認

定した。



瀕7罰寧益銅

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 育 ブメ- 通 社会 一 般

• 春の統一地方選での実施

を見送った兵廊県議選、

神戸市議選、芦屋市長選、

西酋、芦屋両市議選が約
11 

2ヶ月遅れで行われた。日
投 票率 は県 議 選が

44.94%、神戸市議選が

45.23%とそれぞれ過去

最低記録を更新。

・阪急神戸線は西

宮北ロー夙川間

12 が開通、 袋災で
日 分断されてから

146日ぶり に全線

開通した。

・フランスのシラ

ク大統領は、 9

月から96年5月
13 

末 まで、南太平日
洋で計 8回の核

実験を行うこ と

を表明。

・カナダ ・ハリ
15 

ファクスで日 米1:1 
両首脳が会談。

・被災者］1人が、被災地の実情を国会議員 ・芦屋市が最後の避難所を ・山陽筍鉄は板宿
や中央省庁などに知って もらうため 「そ 閉頷。 ー西代lb1で運転
して東京行進団」を結成 し、兵庫県庁前 を再開、 5カ月
を出発。7月7日に東京都庁を訪れた ぶりに全線が開

通した。

15 
日

3
1
5
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日付 被 災 者 古な ら し 国 自治体 教 育 ブメて、 通 社会 一 般

・羽田発函館行き

の全日空857便

ジャンボ機がハ

イジャックされ、

乗貝乗客364人が

閉じ込められた
21 

が、22日早朝、
日

函館空港で笞察

が機内に突入し、

全員救出 した。

犯人は信託銀行

戯員 (53)で逮

捕された。

• 神戸砲鉄は新開

22 地ー長田間が始
日 発から運転再開、

全線が復旧した。

・神戸港に巽災後

初めての外国客

25 船、ウクライナ
日 船藉のカレリヤ

(1万663lt)が

寄港。

・阪神本線の御影

ー西灘問が復旧、

始発から運転を

再閲し、徒災か

ら160日ぶりに全

線開通。大阪と

神戸を結ぶ鉄道

26 
がすべて復旧 し

日 た。



瀕7潤嵩担薗

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自治 体 教 コ円 交 通 社会 一 般

・裳災当日に自宅が全焼した神戸市内の自 ・東京協和、安全

営業者が、地誤免責条項を基に、保険金 の両信用組合（解

の支払を拒否した保険会社 2社に対し、 散）の乱脈融査

出火と地従との因果関係が不明確として、 事件を捜査して

総額 1億円の保険金支払いを求める訴訟 いる東京地検特

を起こした。今回の被災地で 「地渓免資 捜部は、東京協

27 条項」をめぐる訴訟は初めて。 和信組元理事長
8 の志橋治則容疑

者 (49) と安全

信組元理事長の

鈴木紳介容疑者

(47) ら 4人を

背任の疑いで逮

捕した。

・対日制裁期限ぎ

りぎりまで難航

していた日米の

自動車 ・同部品

交渉は、対立し

28 た「数値目標」
日 で日米の主張を

両論併記するな

ど双方が歩み寄

る形で合意に達

し、制裁の発動

は回避された。

・兵匝県内の避難者数が 1万9900人になっ

たことが同県のまとめで分かった。

29 
8 

3
1
7
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日付 被 災 者 容 ら し 国 自治体 教 行 9入， 、 通 社会一般

・神戸市は再生をめざす10 ・法務 ・検察当局

カ年計画 r神戸・巾復興計 は宗教法人法に

画」を決定。復典を象徴 基づき、オウム

する 17のシンポルプロ 真理教に対して

ジェクトを打ち出した。 教団の解散を命

じるよう、東京
30 

地裁に請求した。
日

サリン製造を企

てたことが公共

の福祉を害し、

宗教団体の目的

を逸脱したと判

断した。

• 西淀川公害第 2
-4次訴訟で、

大阪市西淀川区

内を通る国道43

号と阪神姦速池

田線の沿道に居

住し、健康被害

を受けた18人に

ついて、大阪地

裁が、車の排ガ

スと健康被害と

の因果関係を認

7 め、国と阪神高

月 速道路公団に損
5 

害賠依を命じる
日

判決。



瀕7幽謝担諧

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 育 ‘又’＇ ‘ 通 社会 一 般

・法律上結婚して

いない母親から

生まれた「非嫡

出子」の法定相

綾分を、結婚し

ている妻から生

まれた「嫡出子」

の半分とした民

法の規定が、法

の平等を定めた

憲法に違反する

かが争われた特

6 別抗告審で、最
B 高裁は、この差

別規定を「合慾」

と判断、特別抗

告を棄却した。

・連立政権時代に

入って初の国政

選挙となる第17

回参院通常選挙

が公示され、選

挙区で過去最多

の386人、比例区

では最少の181人

が立候補。

・兵廊県は2004年度を目標

にし、 660事業を盛り込

んだ 「阪神 ・淡路梃災復

興計画 （ひょうごフェ

ニックス計画）」案を決

定。シンポルとして保

8 展 ・医療 ・福祉機能が連

日 携したモデル都市「神戸

東部新都心」の整備を掲

ifた。 8月4日、県は計

画を最終決定。

3
1
9
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日付 被 災 者 在7，，・ ら し 国 自治体 教 育 交
辿..、

社会 一 般

・ロサンゼルス ・

ドジャースの野

茂英雄投手が、

11 米大リーグの
日 オールスター戦

に、ナショナル・

リーグの先発投

手として登板。

・捉災で被害を受

けた阪神高速神

戸線・湾岸線の

復旧工事入札を

めぐり、阪神高

12 
速道路公団から

B 指名を受けた大

手総合建設会社

（ゼネコン）が、

談合をしていた

疑惑が、関係者

の証言などで明

らかになった。

・神戸市は袈災後に死亡 した422人の遺族へ

の弔慰金支払いを決める。裳災関連死者

数は計4319人。これで自治体認定の従災

死者数は野察まとめの5502人よ り多くな

り、 6000人を超えた。

14 
日



瀕7棚萬益醐

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自治体 教 育 交 通 社会 一 般

・東京協和、安全

の両信用組合（解

散）の乱脈融資

事件で、東京地

検特捜部は東京

協和信組元理事

長の高枇治則容
18 

疑者 (49) と安日
全信組元理事長

の鈴木紳介容疑

者 (47) ら 3人

を総額約279倹円

の背任罪で、そ

れぞれ東京地裁

に起訴した。

・神戸市は仮設住宅の最後の募集、第 5次 • NTTは緊急時の通信網確保の対応策とし

分の入居者を発表。 て、声の伝言板「ポイス メール」を全国
19 

展開にする方針を決定。公衆電話を非喘日
時には自動的に無科に切り替えるシステ

ム開発にも取り組む。

・車線制限や速度

規制が続いてい

た中国自動車道

の吹田一西宮北

間が、地庭から

約半年ぶりに完

全復旧。

21 
日

3
2
1
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日付 被 災 者 なャ； ら し 国 自治体 教 育 交 通 社会 一 般

• 第 17回参院通常
選挙で社会党は

過去最低のl6議

席、自民は49議

席、新党さきが

けは 3議席にと

どまり、 3党合
23 わせて辛うじて
日

改選過半数を確

保した。新進党

は40議席と倍増

の躍進。投累率

は、国政選挙で

過去最低の

44.52％だった。

（スポーツ〉

・外国人選抜と日

本人選抜が対戦

するプロ野球の
24 「阪神大裳災復
日

興チャリティー

ゲーム」が、福

岡ドームで行わ

れた。

• 40道府県の93年

度分食校投の公

開総額が52箆

9433万円である

ことが明らかに

なった。全国市

民オンプズマン

25 連絡会議が全国

日 47都道府県に↑ti
報公開詰求した。

食糧費の多くは

「官官接待」に

使われ、巣計額

は「氷山の一角」o



湘7懺5益薗

日付 被 災 者 古右 ら し 国 自治体 教 コf: ブ入 通 社会 一 般

〈地袋〉 ・人工島ボートア

・袋災時の兵庫県内 7市の出火率は 1万世 イランドと神戸

帯当た り平均1.68件となり、 1923年の関 市の中心部を結

東大淫災での2.02件 （東京市）に近いこ ぶ ポートライ
31 

とが、 室崎益輝 ・神戸大工学部教授の岡 ナーは、中公園日
べで分かった。 一三宮ll:11が始発

から運転を再開

し、 195日ぷりに

全線開通した。

・神戸港の庶耶大

枯の通行が再開。
8 神戸市街地と
月

ボートアイラン1 
日 ドを結ぷ神戸大

祇のつけ根に仮

設橋が開通。

・東京地検は、 94

年 6月27日に発

生した松本サリ

ン事件はオウム

真理教の組織的

犯行だとして、

教団代表の麻原

彰晃被告 (40)、

教団「化学班」

キャップの士谷

正実被告 (30)

7 ら12人を、殺人、
日 殺人未遂な どの

罪で東京地裁に

起訴した。

3
2
3
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日付 被 災 者 沼 ら し 匡l 自治体 教 : 日 ブメて`  通 社会一般

・村山首相が連立

時代に入って初

めての内閣改造

を行う。河野洋

平副総理・外相、

武村正義蔵相、

橋本龍太郎通産

相は留任。

8 （スポーツ〉
日 • 第77回全国高校

野球選手権大会

が阪神甲子園球

場で開硲。復旧

工事の妨げにな

らないように、

球場へのパスの

乗り入れは禁止

された。

・神戸市は94年度の決算見

込みを発表。袋災による
10 被害と税収減で21年ぶり
日

の赤字へ転落。実質収支

の赤字額は17憶8200万円。

・神戸市須磨区の避難所で暮らす住民13人

11 が、「神戸市による避難所閉鎖は生存権の

日 侵害」として近畿弁語士会連合会に人権

救済を申し立てた。

・神戸硲速鉄道の

新開地一高速長
13 

田問の運転が再
日

開。208日ぶりに

全線開通。

・政府は終戦記念

日に「戦後50年

に当たっての首
15 

相談話」を閣識
日

決定し、村山首

相が記者会見で

発表。



沸7葡g担薗

日付 被 災 者 古な ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会 一 般

・中国が 5月に続

17 いて今年 2回目
日 の核実験を実施

した。

・神戸市は被災者に設けて

いた避難所を20日付で廃

止し、 一時的な生活の場
21 

として 「待機所」を開設。
日

初日の入所者数は594人

と発表。避難所には約

4200人が残った。

・緊急車両用ステッカーの ・ポスニア ・ヘル

変更を盛り込んだ 「災害 ツェゴピナの激

対策基本法施行規則」の 戦地、ピハチ地

改正が閣議決定。 9月 1 方で戦火に巻き

日より施行。 込まれた日本人

女性と 3人の子
22 

供が、クライナ
日

の難民 キャンプ

から脱出。モス

レム人の夫は今

年 1月に砲繋を

受けて亡くなっ

た。

・神戸市東灘区の

六甲ライナーは

住吉一魚崎問の

遥転が再開し、

全線開通。阪神

地域の鉄道 ・軌

道網は218日ぶり
23 に全路線復旧し
日 た。

3
2
5
 



326 

日付 被 災 者 姪 ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会 一 般

・述輸省は東京、大阪、名

古屋圏の既設鉄道の高架

柏や トンネルについて、

24 阪神大従災級の地従を受
日 けても崩壊しないよう、

95年度から 5年間で総額

約1300位円にのぽる耐従

補強工事計画をまとめた。

• 第 4 回国連世界
女性会諮の政府

間会議に先立ち、

約 3万6000人が

参加笠録する

NGO（非政府組

織） フォーラム

の開会式が北京

市で行われた。

• 第 2 地銀最大手
の兵庫銀行（本

店 ・神戸市） と

侶組業界で巌大

規校の木津信用

組合（本店 ・大

30 阪市）が不良伯

日 券の増加から自

主再廷は困難と

な り、破たん処

理されることが

決ま った。

〈スポーツ〉

• 国際サッカ ー述
盟 (FIFA)主催

の 「阪神大捉災

チャリティー、

FIFAオールス

ターマ ッチ」が

東京 ・国立競技

場で行われた。



瀕7欄寧益薗

日付 被 災 者 在-Pr ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会一般

・神戸市は霰災による税収

減や復旧 ・復典の牧用負

担のため、向こう 10年間

31 に累積で約6800餡円の財
日 源不足になる恐れのある

ことが、同市が発表した

中期見通しから明らかに

なった。

〈労働〉， 
・渓災の復旧 ・復典工事現場で死亡 した作

月 業員は兵痙県と大阪府内で33人、負似者
1 
日 は639人にのぼることが労働省の潤べで判

明。

・日教組が「教育

界の対立解消」

を掲げた述動方

， 針を定期大会で

月 採択。学習指郡
3 要綱の容認、日
日

の丸 ．君が代問

題の棚上げなど、

大幅な路線転換

を盛り込んだ。

・フランス政府は、

南太平洋のムル

ロア環礁で地下

核実験を強行し

た。

5 
日

3
27
 



328 

日付 被 災 者 姪 ら し oo 自 治体 教 コ目 プ)1...、 通 社会 一 般

• 横浜の坂本弁渡
士一家事件で、

神奈川県苔、翌

視庁の合同特別

捜査本部は新潟

県名立町の山中

で提さん、富都也
6 県魚津市で妻
日

キさんの迅体を

発見した。長野

県大町市では長

男龍彦ちゃんの

造体を埋めたと

みられる痕跡を

確認。

・日本銀行は、史

上巌低だった

1％の公定歩合

8 をさらに0.5％幅

日 引き下げて年

0.5％とすること

を決め、実施し

た。

・東京外国為替市

場の円相場は、

lドル＝103円80

14 銭まで下落。東

日 京市場での103円

台は94年 6月17

日以来、 1年 3ヵ

月ぶり。

・神戸、西宮両市内では、 l;t2790人の被災

者がなお待機所などで生活。

17 
日



瀕7罰如益薗

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社会一般

• 西武球場で行わ

れたプロ野球

バ・リーグの西

武 ーオリックス
19 

戦で、オリック日
スが 8- 2で

勝って球団経営

7年目で初優勝

した。

・大阪府は霞災の被災者の ・連立与党が外務
ための住宅復興計画をま 濶整会議で、沖

とめた。 3年をめどに全 縄県で起きた女

壊且帯数とほぼ同数の 子小学生に対す

3400戸を供給する。 る米兵の暴行事

20 件をきっかけと
日 する日米地位協

定の見直し問題

について、「論点

を整理し、見直

しを含め検討し

ていく」と決定。

・自民党総裁選の

党所属国会議貝

による投票が行

われ、郵送され

た党員投票分と

合わせて開票の

結果、橋本龍太

郎通産相が小泉

純一郎元郵政相
22 

を抑えて第17代日
総裁に選出され

た。

3
2
9
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日付 被 災 者 姪 ら し 国 n治体 教 育 ブ:x.:て 通 社会 一 般

・大和銀行は、

ニューヨーク支

店の元嘱託行貝

が転簿外で米国

依投資を長年続

けて失敗、穴埋
26 めに同行の持つ
日

有価証券を無断

で売買し、合計

約u低ドル （約

llOOf意円）の損

失を被ったと発

表した。

・大田昌秀沖縄県

知事は、反戦地

主らが所有する

米軍用地の強制

使用手読きで、

国から求められ

ている 土地調告

などへの代理署

名を拒否するこ

とを県議会で明

らかにした。
28 • 水俣病の未認定
日

患者の救済問題

で、連立与党は、

チッソが救済対

象者に支払う 一

時金の領は(I)基

本額は 1人当た

り一律260万円(2)

各患者団体にfl•
約50憶円を加算

する、との結論

を出した。

• 西宮市は避誰所を閉領し

30 た。

日



瀕7鵜涵担繭

日付 被 災 者 暮 ら し 国 自 治体 教 育 .＇父.. 通 社会 一 般

10 
・兵痙県では 1月から 6月の半年間に、前

月 年同期を63％上回る約12万1000人が他の
5 都道府県に転出していることが、総務庁
El が発表した人口移動調査でわかった。

・輸入血液製剤の

投与でエイズウ

イルスに感染し

た血友病患者ら

が国と製薬会社

5社に損害賠岱

を求めている訴

6 訟で、東京、大
日 阪両地裁は、被

告但l]が国 4、製

薬会社 6の割合

で、原告に感染

者 1人あたり

4500万円を支払

う内容の和解案

を提示した。

• オウム真理教の
教団幹部が国土

利用計画法違反

などに問われた

裁判で証人とし

てうその証言を

したとして、晋

視庁捜査二課が

教団「緊急対策

7 本部長」の上祐
日 史浩容疑者 (32)

らを逮捕した。

3
3
1
 



3
3
2
 

日付

9
日

被 災 者 暮 ら し

・家を失った被災者に供給する公的な恒久

貿貸住宅について、兵庫県は入居者券集

を10月31日から始めると発表。希望者の

住居選ぴを効率的にするため、県や被災

市町、住宅 ・都市整備公団などが「災害

復興住宅管理協議会」をつくり 、全国で

初めて、 一元的に募集を受け付ける。

国 ・ 自治体

・がれきや廃材の仮置き楊

となっている西宮市の甲

子園浜と芦屋市の南芦屋

浜で、廃材を神奈川県川

崎市と横浜市へ遥ぶ積み

込み作業が始まった。

教 育 交 通 1 社 会 一 般

・大和銀行の巨額

損失事件で、同

行は臨時取締役

会を開き、藤田

彬頭取らが辞任

し、後任の頭取

に海保孝副会頭

が昇格すること

を決めた。

10日

・首相の諮問機関「阪神 ・

淡路復興委貝会」が官邸

で第13回会合を開き、後

興シンポル事業として中

国の上海 ・長江地域との

交易の促進、 医療 • 福祉
の交流拠点となるヘルス

ケアパークの設世など4

つを選んだ。

12
日

・神戸市内で避難生活を統けている人が

2000人を下回ったことが同市の調査で明

らかになった。市災害対策本部によると 12

日朝の避難者数は1977人。旧避難所に代

わる11カ所の「待機所」で暮らす人は578

人で、72カ所の旧避難所に 1399人が身を

寄せている。

〈地霞〉
・阪神問の． 「従度 7の捉災の帯」について、

地室学や地盤工学などの研究者らでつく

る「阪神地域活断層調査委員会」（委員長 ・

藤田和夫大阪市立大名誉教授）は東西約

20kmある袋災の帝の中央付近に位臨する

神戸市束灘区の地層を調べた結果、直下

に活断層が見当たらなかったことを明ら

かにした。

14
日

〈地梃〉
・余従とみられる地袋があり、神戸市や淡

路島北部で碇度 4を観測した。大阪管区

気象台によると、澁源地は大阪湾で、笈

度の深さは約10km、マグニチュードは4.8

と推定される。余築で鹿度4を観測した

のは、 2月18日以来、約 8カ月ぶり 。



沸7卿寧益薗

日付 被 災 者 募 ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社 会 一 般

・政府が国会に宗

教法人法改正案

を提出。広域的

17 に活動する宗教
日 法人の所乾庁を

都道府県知事か

ら文相に移すこ

となどが柱。

・経営破たんした

兵匝銀行（本店・

神戸市）の業務

19 を引き継ぐ新銀
日 行の名称が、 「み

どり銀行」 にな

ることが決ま っ

t.:. - O 

・地下鉄サリ ン事

件の殺人罪な ど

で起訴されてい

るオ ウム呉理教

25 代表麻原彰晃被
日 告が、 1人しか

いない私選弁語

士を突然解任、26

日の初公判が延

期になった。

・芦屋市災害弔慰金交付審査会は新たに 7
26 人を死者と認定した。これにより、芦屋
日

市での裳災犠牲者は429人となった。

・阪神窃速道路公

団は94年度決算

をま とめ、阪神

大毎災の影響に

27 よる通行科金の
日 減額分は212低円

に上ると発表 し

t-・ o 

3
3
3
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日付 被 災 者 7在•; ら し 国 n 治体 教 脊 父 通 社会 一 般

・東京地検と束京

都が宗教法人法

に基づいてオウ

30 ム哀理教の解散
日 を求めていた裁

判で、東京地裁

は教団を解散す

る決定をした。

・裳災からの復典を進める

神戸市は、現在17ある市

長部局を統廃合して 6局
II を減らし、係長以上の管
月

理職約100ポストを削減、6 
H 殿員定数も減らすなどの

大規板な行財政改革案を

市労拗組合連合会に提示

した。

• iJ:藤隆美総務庁

長官が朝鮮半島

に対する日本の

植民地支配に関

辿して「日本は

韓国によいこと

もした」 などと

発言 した問題で

辞任。J4日、村

111首相は後任に

自民党の中山正
13 

暉元郵政相を辞l:l 
任した。



湘7鵡涵益髄

日付 被 災 者 暮 ら し 国 n 治体 教 コ円 交 通 社会一般

・アジア太平洋経

済協力会議

(APEC) が大

阪で開かれ、貿

易•投資の自由

化を進めるにあ

たっての「大阪

16 
行動指針」に合

日 意した。 自由化

の例外を認める

か、口由化を域

内外に無差別適

用するかなどで

意見対立があっ

たものの、あい

まいな表現で決

浩した。

・簗災後の火災で家や店舗を失った神戸市

東涯区魚鯰北ll!f5、6丁目の住民ら73人

27 が捐害保険会社や神戸市民生協など17
日 社 ・団体を相手取り、火災保険金や火災

共済金、総額約11億3000万円の支払いを

求める集団訴訟を神戸地裁に起こした。

（地霰〉

・阪神大震災後、地震の震9支階級の見直し

をしていた気象庁の「浜度問題検討会」（座

長 ・宇津徳治束大名営教授）は(l)体感や

被害状況からではなく・み度計を使って震

度を決める(2)地維発生後の被害状況を見

てから判定していた浜度 7を計測して定

め、速報する(3)族度 5と6を強・弱の 2
29 段階に分ける(4)現代社会に適合した渓度u 

の説明文とする、という最終報告をまと

めた。

3
3
5
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日付 被 災 者 姪 ら し 国 自治体 教 育 交 通 社会 一 般

• 災害対策基本法改正案が

参院本会議で可決され、

12 成立した。大規模災害時

月 に政府の緊急災害対策本
1 部を設醤しやすくしたり、
日

災害現場に派造された自

衛官に一定の権限を与え

ることなどが柱。

・東京地検特捜部

は、衆院本会議

での逮捕許諾議

決を受けて、元

労相の山口敏夫

代議士 (55) を

6 
背任の共犯容疑

日 で逮捕した。親

族が経営する企

業に対し、解散

した 2つの信用

組合が行った不

正融役に 「主＃

的役割を果たし

t..:」とされる。

・沖縄県の大田昌秀

知事が米軍用地強

制使用の代理署名

を拒否している問

題で、村山首相は、

大田知事を相手取

り、裁務の執行命

7 
令を求める行政訴

日 訟を福岡涵裁那覇

支部に起こした。



沸7罰涵益朧

日付 被 災 者 祥 ら し 国 自 治体 教 育 交 通 社 会 一般

• 福井県敦賀市にあ
る動力炉・核燃科

開発事業団（動燃）

の高速増殖炉「も

8 んじゅ」から煙が
日 出ているのが見つ

かり、運転を伴止。

二次冷却系配管か

ら、液体ナトリウ

ムが漏れていた。

・政府はオウム呉

理教に対し、破

壊活動防止法に

14 基づく団体規制
日 （解散の指定）

を適用する方針

を決め、 手絞き

に溶手した。

• 関係省庁でつくる「日本
国際防災の10年推進本

部」（本部長 ・村山首相）

18 が神戸市で開いたアジア

日 防災政策会議は、アジア

地域の防災協力の推進に

向けた 「神戸防災宣言」

を採択し、閉幕した。

・消防庁と兵庫県は阪神大庭災を原因とす

る病状悪化などで、庭災後しばらくして

死亡した「蔑災関連死」の806人を新たに

箆災死者と認め、死者総数を計6308人に
27 

変更した、と発表した。
日

今回の変更は26日現在で数字で、兵血県

が799人増の6279人、大阪府は 7人増の28

人となった。京都府は追加はなく 1人の

まま。

1 ・神戸市は中央区港島中町6丁目の「神戸
月 ポー トアイランドホール」で 「阪神・ 淡
17 
日 路大旋災犠牲者合同追悼式」を開いた。

出典 「阪神淡路大震災誌ー1995年兵應県南部地袋」（朝日新聞社）より

3
37
 






